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（ ３ ） 野 田 北 ふ る さ と ネ ッ ト  

 
社 会 的 包 摂 の 視 点 か ら み た 特 徴  
野 田 北 部 は 高 齢 者 や 外 国 人 が 多 く 住 み 、 商 工 業 等 も 衰 退 し て い る

い わ ゆ る イ ン ナ ー シ テ ィ 地 域 で あ っ た 。 そ れ に 加 え 震 災 で 約 ７ 割

の 住 宅 が 全 壊 ・ 全 焼 し 、 人 口 が 激 減 し た 中 で 、 い か に ま ち を 再 生

し 、 住 民 の ふ る さ と 意 識 を 創 成 す る か が 課 題 で あ っ た 。 地 域 に あ

る 様 々 な 団 体 や 住 民 を 包 摂 し 、 ま ち の 再 生 を 図 っ て い る 。  
 

１ ）  課 題  
「 野 田 北 部 」地 区 は 神 戸 市 長 田 区 の 西 端 に 位 置 し 、J R 鷹 取 駅 の 南

に あ る 密 集 市 街 地 で あ り 、 い わ ゆ る イ ン ナ ー シ テ ィ 地 域 と 呼 ば れ る

ま ち で あ る 。 面 積 は 約 1 3 h a あ り 、 海 運 町 2～ 4 丁 目 、 本 庄 町 2～ 4
丁 目 、 長 楽 町 2～ 4 丁 目 、 浪 松 町 2～ 4 丁 目 と い っ た 町 丁 か ら な る 区

画 が 、ほ ぼ 方 形 に 整 理 さ れ て い る（ 図 表 5 - 3 - 1）。人 口 は 2 , 0 0 0 人 弱 、

約 9 0 0 世 帯 で あ る 。 高 齢 人 口 比 率 は 2 3 . 6％ で あ る 。  
神 戸 に お い て ま ち づ く り を 語 る 際 、1 9 9 5 年 の「 阪 神・淡 路 大 震 災 」

を 抜 き に は 語 れ な い 。 野 田 北 部 は 本 庄 町 と 長 楽 町 で は 家 屋 の 全 壊 が

6 8 . 8 %、半 壊 が 2 3 . 8 %。海 運 町 で は 実 に 全 壊（ 全 焼 ）が 9 0％ と い う 甚

大 な 被 害 を 受 け て い る （ 写 真 5 - 3 - 1）。  
こ の 地 域 の ま ち づ く り の き っ か け は 、1 9 9 3 年 の ま ち づ く り 協 議 会

の 発 足 で あ っ た 。 こ の ま ち は 、 大 正 時 代 の 耕 地 整 理 で 生 ま れ 、 ま ち

の 中 央 に あ っ て コ ミ ュ ニ テ ィ の シ ン ボ ル と な っ て い る 大 黒 公 園 は 神

社 跡 で あ っ た 。 震 災 前 は 、 約 1 , 0 0 0 世 帯 が 住 む イ ン ナ ー シ テ ィ 問 題

を 抱 え た 地 域 で 、 戦 前 か ら の 長 屋 が 連 な る 路 地 裏 の あ る ま ち で あ っ

た 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写 真 5 - 3 - 1  

図 表 5 - 3 - 1  
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震 災 に よ り 地 区 の 約 7 割 が 全 壊 と い う 壊 滅 的 な 被 害 を う け 、 2 0 0 0

年 （ 震 災 か ら 5 年 後 ） に お い て も 、 震 災 前 の 約 7 割 の 人 口 の 回 復 状

況 で あ っ た が 、 現 在 は 世 帯 数 で ９ 割 ほ ど に 回 復 し て い る 。 ま た 、 高

齢 化 率 は 市 内 平 均 よ り 若 干 高 い も の の 区 内 平 均 を 下 回 り 、 最 近 の 若

年 層 の 流 入 効 果 が あ る も の と 考 え ら れ る 。  
そ こ で 、 土 地 区 画 整 理 事 業 な ど の ハ ー ド 整 備 が 一 応 の 見 込 み が つ

い た 中 、 次 の ま ち づ く り の 目 標 と し て 、 以 下 の 3 点 が あ げ ら れ た 。  
① 土 地 区 画 整 理 事 業 と 整 合 の と れ た ま ち な み 整 備  
② 密 集 市 街 地 で の 住 宅 再 建 ・ 住 民 の リ タ ー ン 支 援  
③ コ ミ ュ ニ テ ィ の 再 生 、 各 種 地 域 サ ー ビ ス の 回 復  
ま た 、 高 齢 化 の 問 題 に 加 え 、 外 国 人 （ ベ ト ナ ム 人 ほ か ） も 多 く 居

住 す る 地 区 で あ り 、 地 域 全 体 の 統 一 し た イ メ ー ジ づ く り ＝ ふ る さ と

づ く り が 必 要 で あ っ た 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ ） 活 動 の 内 容  
ま ち の 再 生 に 向 け た 取 組 を 、 年 次 順 に 以 下 に 述 べ て い く （ 図 表

5 - 3 - 2）。  
① 野 田 北 部 コ ミ ュ ニ テ ィ 宣 言  

1 9 9 9 年 3 月 に「 野 田 北 部 コ ミ ュ ニ テ ィ 宣 言 」を 行 い 、下 町 ら し

い「 ふ る さ と 」を 追 求 し 、「緑 あ ふ れ・う る お い と や す ら ぎ の あ る

ま ち 」を 創 造 す る こ と に な っ た 。ま ち づ く り 協 議 会 は ハ ー ド 整 備 、

特 に 震 災 復 興 の 完 了 を 持 っ て 解 散 す る と こ ろ が あ る が 、 こ こ で は

受 け 皿 と な る 地 域 内 災 害 復 興 公 営 住 宅 の 竣 工 を ソ フ ト 中 心 へ の 転

機 と し た 。  
一 つ の 契 機 と し て 、 路 地 フ ェ ス タ が あ げ ら れ る 。 2 路 線 の 整 備

が 完 了 し た 際 に 、 昔 の 路 地 で 何 を し て い た か が 話 題 に な り 、 縁 台

将 棋 、 サ ン マ 焼 き 、 子 ど も の 路 地 遊 び を 復 活 さ せ る イ ベ ン ト を 試

ま ち づ く り の 経 緯 （ 図 表 5 - 3 - 2）  

1 9 9 3 年 1 月  ま ち づ く り 協 議 会 発 足  

1 9 9 4 年 1 2 月  大 国 公 園 再 整 備  

1 9 9 5 年 1 月  阪 神 ・ 淡 路 大 震 災  

1 9 9 5 年 1 1 月  ｢震 災 復 興 土 地 区 画 整 理 事 業 ｣事 業 決 定  

1 9 9 6 年 1 1 月  「 街 並 み 誘 導 型 地 区 計 画 」 制 定 (平 成 9 年 1 月 条 例 化 )  

1 9 9 7 年 6 月  ｢街 な み 環 境 整 備 事 業 ｣大 臣 承 認  

1 9 9 9 年 3 月  野 田 北 部 コ ミ ュ ニ テ ィ 宣 言  

2 0 0 1 年 2 月  ｢震 災 復 興 土 地 区 画 整 理 事 業 ｣換 地 処 分 公 告  

2 0 0 2 年 1 月  野 田 北 ふ る さ と ネ ッ ト 創 設  

2 0 0 4 年 6 月  野 田 北 部 美 し い ま ち 宣 言  

2 0 0 5 年 6 月  神 戸 市 と ｢パ ー ト ナ ー シ ッ プ 協 定 ｣締 結  

2 0 0 5 年 8 月  市 営 駐 輪 場 の 指 定 管 理 者 に 指 定 さ れ る  

2 0 0 7 年 3 月  ｢街 な み 環 境 整 備 事 業 ｣完 了  
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み て い る 。 以 降 、 節 目 に お い て 住 民 企 画 の イ ベ ン ト を 実 施 し て い

る 。ま た 、従 前 の ま ち づ く り ニ ュ ー ス を 改 訂 し 、「わ が ま ち 野 田 北

か わ ら ば ん 」 を 発 行 、 毎 月 全 戸 配 布 や 協 力 い た だ い た 方 へ の メ ー

ル 配 信 も 行 っ て き て い る 。  
② 野 田 北 ふ る さ と ネ ッ ト の 創 設  
行 政 の 縦 割 り も 一 因 で あ る が 、 次 第 に 多 様 な 地 域 活 動 団 体 が 出

来 、 相 互 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ 連 携 が 困 難 に な り つ つ あ っ た こ

と へ の 対 応 と し て 創 設 さ れ た 。 神 戸 市 の 「 コ ン パ ク ト タ ウ ン の ケ

ー ス ス タ デ ィ 地 区 」 に 選 定 さ れ 、 わ が ま ち を ど う す る か の 勉 強 会

と し て 2 0 0 1 年 6 月「 ふ る さ と づ く り 協 議 会 」を 発 足 、半 年 後 に 野

田 北 ふ る さ と ネ ッ ト に 発 展 し た も の で あ る 。 こ の 「 ネ ッ ト 」 は 、

組 織 と い う よ り は 「 窓 口 」「 ア リ ー ナ 」 的 存 在 と 位 置 づ け ら れ る 。 
③ 野 田 北 部 美 し い ま ち 宣 言  
「 復 興 と い う “ 非 日 常 ” か ら “ 日 常 ” へ の 節 目 は い つ か 」 の 話

題 が あ り 、「ゴ ミ 出 し が 気 に な っ た 時 点 が“ 日 常 回 帰 ”」と 認 識 し 、

住 民 総 意 で 美 化 活 動 を 行 う た め の ワ ー ク シ ョ ッ プ を 7 回 実 施 し 、

2 0 0 4 年 6 月 に 「 野 田 北 部 美 し い ま ち 宣 言 」 を 制 定 。「 住 民 で で き

る こ と は 住 民 で 」 の 始 ま り で あ っ た 。  
④ パ ー ト ナ ー シ ッ プ 協 定  
並 行 し て 2 0 0 4 年 3 月 に 制 定 さ れ た「 神 戸 市 民 に よ る 地 域 活 動 の

推 進 に 関 す る 条 例 」に 基 づ き 、 2 0 0 5 年 6 月 に 野 田 北 部 が パ ー ト ナ

ー シ ッ プ 協 定 の 第 1 号 認 定 と な る 。  
こ の 協 定 に よ っ て 、 神 戸 市 か ら 「 地 域 活 動 推 進 サ ポ ー タ ー 」 の

派 遣 を 受 け 、「野 田 北 ふ る さ と ネ ッ ト 」事 務 局 の 機 能 強 化 を 図 っ て

い る 。  
ま た 、2 0 0 5 年 8 月 に は 市 営 駐 輪 場 の 指 定 管 理 者 に 指 定 さ れ て い

る 。 課 題 の 一 つ で あ る Ｊ Ｒ 鷹 取 駅 前 の 不 法 駐 輪 改 善 へ の 取 組 と し

て 地 域 の 議 論 を 経 て の 決 断 で あ っ た 。  
一 方 ベ ト ナ ム 人 を は じ め と し て 多 く の 外 国 人 が 居 住 す る こ と か

ら 、 ゴ ミ 出 し ル ー ル の 5 言 語 ポ ス タ ー を 作 成 し た 。 こ れ は 、 外 国
人 に ゴ ミ 出 し の ル ー ル を い か に 認 識 し て も ら う か が 発 端 で あ っ た 。 
そ し て 、 2 0 0 7 年 3 月 街 な み 環 境 整 備 が 完 了 し 、一 つ の 節 目 を ま

た 迎 え た 。  
 
３ ） 活 動 ・ 資 源 の 特 徴  
① 人 材  
主 導 す る 世 代 は 6 0～ 7 0 歳 代 が 多 い 。ま た「 野 田 北 ふ る さ と ネ ッ

ト 」 に は 、 専 任 の 事 務 局 員 と 派 遣 さ れ て い る 「 地 域 活 動 推 進 サ ポ

ー タ ー 」 が 常 駐 し て い る 。  
② 資 金  
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財 源 に つ い て は 、 特 定 非 営 利 活 動 法 人 「 た か と り コ ミ ュ ニ テ ィ

セ ン タ ー 」（Ｔ Ｃ Ｃ ）を 使 っ て 、駐 輪 場 の 指 定 管 理 者 と な り 一 定 の

資 金 を 得 て い る が 、 そ れ で 十 分 に 資 金 が 回 っ て い る と い う わ け で

は な く 、 イ ベ ン ト な ど に 際 し て は 、 各 団 体 の 資 金 を 出 し 合 い な が

ら 運 営 を 行 っ て い る 点 が 特 徴 的 で あ る 。  
ま た 、 2 0 0 7年 に は （ 財 ） 阪 神 ・ 淡 路 大 震 災 復 興 基 金 に よ る 補 助

事 業 と し て 、実 施 さ れ て い る ま ち の に ぎ わ い 再 生 を 図 る た め の「 ま

ち の に ぎ わ い づ く り 一 括 助 成 事 業 」 に よ っ て 、 野 田 北 ふ る さ と ネ

ッ ト が 提 案 す る 「 に ぎ わ い の ふ る さ と づ く り プ ロ ジ ェ ク ト 」 が 補

助 金 5 0 0万 円 の 採 択 を 受 け る こ と に な っ た 。  

事 業 の 内 容 は 、  

＜ ま ち づ く り 分 野 ＞  

  ・ 修 学 旅 行 生 受 け 入 れ 事 業 の 拡 大  

  ・ 空 き 店 舗 を 利 用 し た ｢た か と り 震 災 資 料 館 ｣の 開 設  

  ・ ｢野 田 北 部 記 念 誌 v o l . 2 ｣の 作 成 ・ 出 版  

  ・ 公 共 施 設 へ の A E D設 置 と 救 命 救 急 講 習 の 実 施  

＜ 商 店 街 活 性 化 分 野 ＞  

  ・ 住 民 ア ン ケ ー ト に よ る 商 店 街 ニ ー ズ 調 査 の 実 施  

  ・ 地 区 内 の 店 舗 を 網 羅 し た マ ッ プ を 作 成  

＜ 芸 術 文 化 分 野 ＞  

  ・ ｢ふ る さ と も の づ く り 工 房 ｣で 親 子 工 作 教 室 等 を 開 催  

・ 地 元 小 中 校 生 ら に よ る J R 鷹 取 駅 地 下 道 の 壁 画 づ く り  

で あ る 。  

③ モ ノ ・ 場 所  
特 徴 的 な 存 在 で あ る 「 野 田 北 ふ る さ と ネ ッ ト 」 を み る と 、 各 組

織 を ゆ る や か に 束 ね て い る こ と が わ か る 。 真 野 洋 介 東 京 工 業 大 学

准 教 授 に よ る と 場 ： ア リ ー ナ と い う 言 葉 で 「 野 田 北 ふ る さ と ネ ッ

ト 」 を 捉 え て い る が 、 様 々 な 課 題 や 行 事 に 対 し て は 連 携 し な が ら

プ ロ ジ ェ ク ト 方 式 で 活 動 を 行 い 、 ネ ッ ト ワ ー ク と し て は 個 々 の 組

織 を ゆ る や か に 結 ん で い る 集 合 体 で あ る （ 図 表 5 - 3 - 3）。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 5-3-3野田北ふるさとネット

と地域組織  

「季刊まちづくり 0501」協議会組

織 から 開 か れ たま ち づ くり ア リ

ーナへの展開・真野洋介／東京工

業大学助教授より  
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④ 支 援 体 制  
大 学 や ま ち づ く り の 専 門 家 、 ボ ラ ン テ ィ ア の 側 面 的 な 支 援 が 多

く あ り 、 後 述 す る 特 定 非 営 利 活 動 法 人 「 た か と り コ ミ ュ ニ テ ィ セ

ン タ ー 」 は 地 域 資 源 と し て 大 き な 存 在 感 が あ る 。  
⑤ 社 会 的 信 認  
記 録 映 画 や 一 般 の 映 画 の 舞 台 に な る な ど メ デ ィ ア へ の 発 信 も 多

く 、 ま ち づ く り の 学 校 と し て 全 国 的 に 知 ら れ て い る 。  
 
４ ） 社 会 的 包 摂 と し て の 効 果  
ア リ ー ナ 或 い は プ ラ ッ ト ホ ー ム と し て の「 野 田 北 ふ る さ と ネ ッ ト 」

に よ っ て 、地 域 の 意 思 決 定 や 事 業 実 施 が 円 滑 に 行 わ れ る よ う に な り 、

ソ フ ト 面 で の ま ち づ く り ・ ふ る さ と づ く り は 順 調 に 推 移 し て い る 。  
 
５ ） 課 題  
ふ る さ と ネ ッ ト の 事 務 局 に あ っ て 非 常 な 戦 力 と な っ て い た 「 地 域

活 動 推 進 サ ポ ー タ ー 」の 派 遣 が 2 0 0 7 年 度 で 終 了 す る 。専 門 的 立 場 か

ら 支 援 を 行 っ て い た だ け に 、 こ れ か ら の 組 織 運 営 に ど う い っ た 支 障

が 出 る か は 不 安 が あ る 。  
し か し 、 今 後 ま ち づ く り に 携 わ る 人 さ ら に は リ ー ダ ー と な る 人 を

ど う 発 掘 す る か に つ い て は 、 地 域 で は 楽 観 的 で あ り 、 顔 が 見 え る 活

動 を 行 う 中 で 徐 々 に 次 代 の リ ー ダ ー が 認 知 さ れ る も の と 考 え て い る 。 
自 治 会 ・ 野 田 北 ふ る さ と ネ ッ ト の 事 務 局 は 暫 定 施 設 の 中 に あ り 、

今 後 恒 久 的 な 事 務 所 ・ 集 会 所 、 市 の 地 域 施 設 を 要 望 し て い る 。  
自 主 的 な 財 源 の 確 保 手 段 と し て の 指 定 管 理 者 制 度 は 、 初 年 度 と い

う こ と も あ り 混 乱 し た 部 分 も あ っ た が 、 次 回 の 指 定 に 向 け て 、 美 し

い ま ち を つ く り た い と い う 地 域 の 思 い と 、 と も す れ ば コ ス ト 面 か ら

の み し か 選 考 を 行 え な い 行 政 サ イ ド の 対 応 を い か に 調 和 さ せ て い く

か が 課 題 と な ろ う 。  
最 後 に 「 野 田 北 ふ る さ と ネ ッ ト 」 に よ っ て 、 ゆ る や か に 連 携 し な

が ら 事 業 を 進 め る と い う 特 徴 あ る 体 制 が 他 の 地 域 或 い は 全 国 の モ デ

ル に な る か は 、 今 後 と も 見 守 っ て い か な け れ ば な ら な い 。  
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（ ４ ） 北 須 磨 団 地 自 治 会  

社 会 的 包 摂 の 視 点 か ら み た 特 徴  
北 須 磨 団 地 は 高 い 高 齢 化 と 人 口 も 年 々 減 少 し て い る い わ ゆ る オ

ー ル ド ニ ュ ー タ ウ ン で あ る 。 団 地 内 に は 高 齢 者 ・ 知 的 障 害 者 の

入 居 施 設 と 在 宅 福 祉 支 援 セ ン タ ー を 持 ち 、 そ の 建 設 や 運 営 に つ

い て も 自 治 会 が 協 力 し 支 援 を 行 っ て い る 。 住 民 も ボ ラ ン テ ィ ア

で 運 営 に 参 加 し 、 地 域 の イ ベ ン ト に は 入 居 者 の 参 加 を 促 し て い

る 。 ま た 、 子 ど も の 見 守 り と 地 域 防 犯 の 向 上 の た め 民 間 交 番 を

開 設 す る な ど 子 ど も か ら 高 齢 者 ・ 障 害 者 を 包 摂 し た ま ち づ く り

を 行 っ て い る 。  
１ ） 課 題  

北 須 磨 団 地 は 入 居 開 始 が 1 9 6 7 年 で 、 今 年 が ま ち づ く り 4 0 周 年

に あ た る 。 神 戸 市 の ニ ュ ー タ ウ ン 開 発 に 先 ん じ て 、 民 間 手 法 に よ

っ て 団 地 開 発 が 行 な わ れ 、 開 発 主 体 は 労 働 金 庫 の 資 金 に よ る 兵 庫

県 労 働 者 住 宅 生 活 協 同 組 合 で あ っ た 。  

当 初 、 団 地 に 入 居 し た 住 民 は 3 0～ 4 0 歳 代 で あ っ た が 、 4 0 年 が

経 過 し 当 初 の 入 居 者 は 7 0～ 8 0 歳 代 の 高 齢 者 に な っ て お り 、高 齢 化

率 は 3 8 . 7％ で あ る 。高 齢 化 率 の 全 市 平 均 が 2 0％ で あ り 、市 内 で は

ト ッ プ ク ラ ス に 高 い 。 一 方 、 子 ど も の 人 口 及 び 人 口 全 体 も 減 少 傾

向 に あ る 。 ピ ー ク 時 の 人 口 は 約 7 , 6 0 0 人 、 現 在 は 約 6 , 0 0 0 人 と な

っ て い る 。  

 

 ２ ） 活 動 の 内 容  

北 須 磨 団 地 自 治 会 を 中 心 に 地 域 組 織 が 緩 や か に 連 携 し て い る 。

老 人 会 、ふ れ あ い の ま ち づ く り 協 議 会 、婦 人 会（ 部 ）な ど に 加 え 、

法 人 に は 会 長 、 役 員 等 が い る が 、 そ の 主 な メ ン バ ー は す べ て 自 治

会 に 絡 ん で い る 。 す な わ ち 自 治 会 内 で 部 に 分 か れ て い る イ メ ー ジ

で あ る 。 自 治 会 の 会 長 が 各 地 域 組 織 の 会 長 等 を 兼 ね て い る の で は

な く 、 当 該 地 域 組 織 の 会 長 等 が 自 治 会 の 副 会 長 等 の 役 員 を し て い

る 。 ふ れ あ い の ま ち づ く り 協 議 会 の 委 員 長 は 、 北 須 磨 団 地 の 副 会

長 で あ る 。  

1 9 8 4 年 に ラ ブ ホ テ ル 問 題 も 持 ち 上 が っ た が 、約 １ 月 半 の 期 間 で

中 止 に 追 い こ ん だ 。こ れ を き っ か け に 1 9 8 8 年 に「 ま ち づ く り 協 議

会 」 が 発 足 し 、 1 9 9 0 年 に 他 の 地 区 に 先 ん じ て 「 ま ち づ く り 協 定 」

が 締 結 さ れ た 。 こ の 協 定 に よ っ て 、 住 宅 等 の 建 築 時 に は 周 辺 （ 向

こ う ３ 軒 両 隣 ）の 同 意 を 取 り 付 け る 必 要 が 生 じ 、こ れ に よ っ て「 隣

組 」 の よ う な 面 識 社 会 に よ る 参 加 の し く み が で き て い る 。  

こ う し た 住 民 が 育 て 、 築 い て き た ま ち づ く り （ シ ス テ ム ） を 自

分 た ち で 引 き 継 い で 自 分 た ち で ま ち を つ く ろ う と 考 え て い る 。 年

齢 や 障 害 に か か わ ら ず み ん な が 互 い に 助 け 合 い 、 支 え る 共 生 の ま
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ち づ く り 、 地 域 が 一 体 と な っ て 子 ど も を 守 る 、 障 害 者 に と っ て も

住 み や す い 環 境 づ く り が こ の 団 地 の 目 標 で あ る 。  

具 体 的 に は 、 団 地 内 に あ る 知 的 障 害 者 施 設 の 入 居 者 の 方 に 運 動

会 や ふ る さ と 祭 り に 率 先 し て 参 加 し て も ら う な ど 、 い っ し ょ に 共

栄 し 、 障 害 者 に と っ て も 住 み よ い 環 境 づ く り を 目 指 し て い る 。  

「 ゆ り か ご か ら 墓 場 ま で 」 を モ ッ ト ー に 、 地 域 住 民 自 身 が ま ち

づ く り に 取 り 組 む と い う 目 標 が あ っ た 。 企 業 を 定 年 し た 住 民 が 、

こ の ま ち を 自 分 た ち の ふ る さ と に し よ う と の 意 識 が 強 い 。当 初 は 、

高 齢 者 向 け の リ ハ ビ リ を 目 的 と し て い た が 、「寝 た き り 老 人 ゼ ロ 作

戦 」を 展 開 し 、多 く の 方 が 卓 球 や 囲 碁 な ど を 楽 し ん で い る 。ま た 、

「 す こ や か 友 が 丘 」 で は 月 2 回 、 ふ れ あ い 喫 茶 を 開 い て い る 。 あ

る 利 用 者 の 一 人（ 高 齢 者 ）は 、「こ こ ろ の 健 康 が 一 番 。皆 さ ん と コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を し 、 接 す る こ と が で き て 楽 し い 。 安 全 ・ 健 康

な 団 地 に し た い 。 こ こ に 来 て 、 ど な た と も 付 き 合 っ て も ら え る 心

を 学 ん だ 。」 と 感 想 を 述 べ ら れ て い る 。  

自 治 会 が 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム「 友 が 丘 Ｙ Ｕ Ａ Ｉ 」、知 的 障 害 者 更

生 施 設 「 こ ん に ち は 友 が 丘 」 と 「 き た す ま 在 宅 福 祉 支 援 セ ン タ ー

す こ や か 友 が 丘 」（ 小 規 模 多 機 能 型 在 宅 介 護 事 業 と デ イ サ ー ビ ス 、

訪 問 介 護 、 障 害 者 通 所 施 設 を 併 設 し た 複 合 施 設 ） の 運 営 を 支 援 し

て い る 。 ま た そ れ ら の 社 会 福 祉 施 設 を 直 接 運 営 す る 社 会 福 祉 法 人

「 北 須 磨 保 育 セ ン タ ー 」 が フ ァ ミ リ ー サ ポ ー ト セ ン タ ー 事 業 の お

年 寄 り 版 と い っ た 内 容 の「 お た が い さ ま ネ ッ ト 」を 実 施 し て い る 。

さ ら に 地 域 住 民 も 上 記 の 社 会 福 祉 施 設 に ボ ラ ン テ ィ ア と し て 参 加

し て い る 。  
（ 障 害 者 ・ 高 齢 者 と の 協 働 ）  

知 的 障 害 者 更 生 施 設 か ら ま ち の  

掃 除 を さ せ て ほ し い 旨 の 要 請 が あ  

り 、 週 2 回 （ 月 ・ 木 曜 日 ） に 北 須  

磨 公 園 の 掃 除 を し て も ら っ て い る 。  

当 初 は 1 0 人 で あ っ た が 、 現 在 は 順  

繰 り で 3 0 人 程 度 が 活 動 し て い る 。  

併 せ て 、 老 人 会 も こ れ を 受 け て 、  

バ ス 停 留 所 等 の タ バ コ の 吸 い 殻 の  

掃 除 活 動 を 始 め た 。 地 域 住 民 も 地 域  

の 一 員 と し て 貢 献 し た い と 週 2 回 、  

公 園 や バ ス 停 留 所 の 清 掃 活 動 を 行 な っ て い る 。  

2 0 0 6 年 に 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 施 設「 す こ や か 友 が 丘 」が 開

設 し 、2 0 人 の 障 害 者 が 入 居 し た（ 写 真 5 - 4 - 1）。こ れ を 機 会 に 運 動

会 、 ふ る さ と 祭 り に は 、 障 害 者 の 方 に 率 先 し て 参 加 し て も ら っ て

い る 。 施 設 と し て 揃 い の 「 は っ ぴ 」 を つ く っ て 模 擬 店 を 出 し て も

写 真 5 - 4 - 1  
す こ や か 友 が 丘  
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ら う な ど 、 ど ん ど ん 参 加 し て も ら っ て い る 。  

カ ラ オ ケ 大 会 も 、 月 に 1 回 、 1 時 間 半 程 度 、 高 齢 者 と 障 害 者 の

一 つ の 交 流 の 場 と し て 企 画 し て い る 。 2 5～ 3 0 名 の 障 害 者 と 約 2 0

名 の 高 齢 者 が 参 加 し 、高 齢 者 と 障 害 者 と が 交 互 に 歌 い あ っ て い る 。 

ま た 、 神 戸 聖 隷 福 祉 事 業 団 の お 祭 り に も 北 須 磨 自 治 会 が 参 加 し

て い る 。当 初 は 自 治 会 も 店 を 出 し て い た が 、 1 0 年 ほ ど 前 か ら は 市

の 社 会 福 祉 協 議 会 が 中 心 に な っ て 行 な わ れ て お り 、 自 治 会 は 挨 拶

を 行 な う か た ち の 参 加 と な っ て い る 。  

こ の よ う に 、 年 齢 や 障 害 に か か わ ら ず 、 み ん な が 互 い に 助 け 合

い 、 支 え る 共 生 の ま ち が 北 須 磨 団 地 で あ る 。  

 （ 様 々 な イ ベ ン ト の 展 開 ）  

住 民 を 巻 き 込 む 多 様 な イ ベ ン ト が 催 さ れ て お り 、4 0 以 上 の イ

ベ ン ト を 自 治 会 が 中 心 に 実 施 。 カ ラ オ ケ 大 会 な ど 、 子 ど も か ら

高 齢 者 、障 害 者 ま で 参 加 で き る イ ベ ン ト を 企 画・運 営 し て い る 。

ま た 、 反 省 会 な ど で は 参 加 者 の 一 人 ひ と り が し ゃ べ る し く み が

あ る 。  

 （ あ い さ つ 運 動 と 民 間 交 番 ）  

子 ど も と の つ な が り で は 、 早 い 段 階 か ら 「 あ い さ つ 運 動 」 に

取 り 組 ん で い る 。 自 治 会 の ボ ラ ン テ ィ ア が 小 学 校 、 消 防 と 連 携

し 、 消 防 訓 練 、 セ ー フ テ ィ キ ッ ズ 認 定 な ど を 実 施 し て い る 。 ま

た 1 9 9 7 年 の 痛 ま し い 児 童 殺 傷 事 件 を き っ か け に 翌 年 、民 間 交 番

「 友 が 丘 防 災 ・ 防 犯 セ ン タ ー 」 を 開 設 し 、 子 ど も た ち の 見 守 り

と 地 域 の 安 全 を 高 め る 住 民 主 体 の 運 動 を 続 け て い る 。  

 

 ３ ） 活 動 資 源 の 特 徴  

  ① 人 材  

1 9 6 8 年 8 月 、 2 0 0 戸 で 自 治 会 が 発 足 し た 。 地 域 活 動 を 行 う 団

体 は 、 他 の 神 戸 市 内 の 地 域 と 同 様 に 目 的 別 に 多 く あ る が 、 す べ

て の 地 域 活 動 を 一 本 の 自 治 会 で 束 ね て い る 。 区 域 を 4 等 分 し 、

各 区 域 か ら 副 会 長 を 出 し て も ら い 、 自 治 会 長 と 会 計 は 全 区 域 か

ら 1 人 ず つ 選 任 し て い る 。 ま た 婦 人 会 長 が 1 人 、 西 と 東 の 中 高

層 管 理 会 か ら 各 代 表 を 出 し て も ら い 運 営 し て い る 。  

自 治 会 の リ ー ダ ー が 交 代 す る 際 に は 円 滑 な 移 行 が 望 ま し い 。

そ こ で こ の 地 域 で は 、三 役 の 交 代 は 3 0 人 の 推 薦 が 必 要 と な っ て

い る 。 自 治 会 の 運 営 は 、 自 治 会 長 と 5 人 の 常 駐 ボ ラ ン テ ィ ア と

の 連 携 で 行 わ れ て い る 。 特 徴 的 な こ と は 、 事 務 職 員 （ １ 名 ） が

専 任 で 雇 用 さ れ て い る こ と で あ る 。 こ の ス タ ッ フ が す べ て の 窓

口 と な り 、 5 人 の 常 駐 ボ ラ ン テ ィ ア の サ ポ ー ト を 受 け 運 営 を お

こ な っ て い る 。 自 治 会 の 会 員 に つ い て も 、 全 住 民 が 自 治 会 に 加

入 し て い る と い う 特 徴 が あ る 。  
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団 地 の 入 居 者 は 、 労 働 組 合 員 で あ り 労 金 の 出 資 者 で あ る 。 川

崎 重 工 、 三 菱 電 機 、 三 菱 重 工 な ど 労 組 の 出 身 者 が 多 い 。 こ う し

た 方 は 、 自 主 的 な 参 加 意 識 が 強 く 、 そ の 中 で 地 域 マ ネ ジ メ ン ト

シ ス テ ム が 育 っ て い っ た 。 ま た 、 高 い 行 政 折 衝 力 を も つ リ ー ダ

ー （ 石 田 ・ 前 自 治 会 長 、 西 内 ・ 現 会 長 ほ か ） の 存 在 も 忘 れ る こ

と は で き な い 。  

  ② 資 金  

全 住 民 が 自 治 会 に 加 入 し て お り 、 月 2 8 0 円 が 「 労 金 」 の 銀 行

口 座 か ら 自 動 引 き 落 と し さ れ る し く み で あ る 。 自 立 的 な 資 金 と

し て の 自 治 会 費（ 年 間 7 0 0 万 円 ）、労 金 か ら の 配 当 金 、兵 庫 県 労

働 者 住 宅 生 活 協 同 組 合 か ら 還 元 さ れ る 運 用 益 を ベ ー ス に 活 動 し

て い る 。  

－ 年 間 で 、 自 治 会 費 7 0 0 万 円 、 ふ れ ま ち の 助 成 金 や 防 災 コ ミ

ュ ニ テ ィ の 助 成 金 1 5 0～ 2 0 0 万 円 、労 金 の 配 当 金 や 労 災 の 配 当 金

2 0 0 万 円 な ど 。 地 域 団 体 ・ 組 織 は 別 で も 、 活 動 は す べ て 自 治 会

を 中 心 に 実 行 委 員 会 を つ く り 、 プ ロ ジ ェ ク ト 方 式 で 実 施 し て い

る 。  

  ③ モ ノ ・ 場 所  

福 祉 へ の 関 心 が 高 い 北 須 磨 団 地 で は 、 1 9 8 7 年 に「 地 域 福 祉 セ

ン タ ー 」 を 自 治 会 が 設 立 （ 自 治 会 立 友 が 丘 地 域 福 祉 セ ン タ ー ）

し た 。 こ れ は 神 戸 市 内 で 初 め て の ケ ー ス で あ る 。 老 人 だ け で な

く 、 障 害 の あ る 人 や 地 域 住 民 が 交 流 で き る ふ れ あ い の 場 所 と な

っ て い る 。  

ま た 、 団 地 内 に は 「 自 治 会 事 務 局 」、「 自 治 会 館 」、「 地 域 福 祉

セ ン タ ー 」、「 老 人 い こ い の 家 」、「 す こ や か 友 が 丘 」 な ど 住 民 が

集 ま れ る 活 動 の 「 場 」 が 複 数 存 在 し て い る 。  

  ④ 支 援 体 制  

自 治 会 結 成 4 0 周 年 と い う こ と で 、地 域 組 織 と 地 域 関 係 行 政 機

関 と の ワ ー ク シ ョ ッ プ な ど を 合 計 ６ 回 実 施 し 、 2 0 0 4 年 （ 平 成

1 6 年 ） 3 月 に 制 定 さ れ た「 神 戸 市 民 に よ る 地 域 活 動 の 推 進 に 関
す る 条 例 」に 基 づ き 、市 内 で 2 例 目 と な る「 北 須 磨 団 地 地 区『 友
愛 の ま ち 』 パ ー ト ナ ー シ ッ プ 協 定 」 を 2 0 0 7 年 1 0 月 に 神 戸 市 と

締 結 し た 。  
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  ⑤ 社 会 的 信 認  

マ ス コ ミ 等（「 ご 近 所 の 底 力 」（N H K）等 ）に よ り 有 名 で あ り 、
全 国 か ら の 視 察 等 が 多 い  

 ４ ） 社 会 的 包 摂 と し て の 効 果  

犯 罪 件 数 も 、 あ い さ つ 運 動 ・ 民 間 交 番 な ど の 効 果 に よ り 一 桁

台 に 減 っ て い る 。（ 図 表 5 - 4 - 1）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図表 5-4-1 出典：北須磨団地自治会、2007 年、『ゆうあいのまち友が丘』）  

1 9 6 9 年 に 社 会 福 祉 法 人 北 須 磨 保 育 セ ン タ ー が 幼 保 一 元 教 育

を 掲 げ て 、 北 須 磨 幼 稚 園 ・ 北 須 磨 保 育 園 を 同 一 敷 地 内 に 開 園 し

た 。こ れ は 行 政 の 縦 割 の 壁 を ぶ ち 破 っ た 施 設 と し て 有 名 で あ る 。 

民 間 （ 社 会 福 祉 法 人 北 須 磨 保 育 セ ン タ ー ） で 児 童 館 「 北 須 磨

児 童 館 」 を 神 戸 市 内 の 第 一 号 と し て 1 9 7 7 年 に 設 置 し 、 同 じ く

1 9 8 7 年 に 友 が 丘 地 域 福 祉 セ ン タ ー を 民 間 で 設 置 し て い る 。  

社 会 福 祉 法 人 北 須 磨 保 育 セ ン タ ー が 設 置 す る 3 つ の 社 会 福 祉

施 設 の 他 、 北 須 磨 団 地 の 入 口 の と こ ろ に 、 神 戸 聖 隷 福 祉 事 業 団

の 聖 生 園（ 知 的 障 害 者 通 所 授 産 施 設 ）、愛 生 園（ 身 体 障 害 者 療 護

施 設 ）、 友 生 園 （ 身 体 障 害 者 通 所 授 産 施 設 ） な ど が で き て い る 。

こ の 施 設 と 地 域 の 交 流 も 同 様 に 盛 ん で あ る 。ま た 、「ク ロ ー バ ー 」

と い う 障 害 を も っ た 女 性 の た め の 授 産 施 設 が 、 北 須 磨 団 地 内 に

建 物 に 対 す る 寄 付 を 受 け て 、 1 9 9 1 年 に 設 置 さ れ て い る 。  

 

 ５ ） 今 後 の 課 題  

ま ち 開 き か ら 4 0 年 を 迎 え る 北 須 磨 団 地 は 、 高 齢 化 率 3 8 . 7％

の オ ー ル ド ニ ュ ー タ ウ ン で あ り 、 団 地 内 人 口 も 減 少 傾 向 に あ る

こ と か ら 、 こ れ ま で の 活 発 な 地 域 活 動 を い か に 持 続 さ せ て い く

か が 大 き な 課 題 で あ る 。  
こ の 大 き な 課 題 解 決 に 向 け て の 一 つ の 仕 組 み が 「 パ ー ト ナ ー

シ ッ プ 協 定 」 で あ る と 言 え る 。 今 後 は 、 こ の 協 定 に 基 づ き 、 高

齢 化 の 問 題 を は じ め と し て 多 分 野 に わ た る 地 域 課 題 解 決 の た め
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に 、 行 政 と 一 体 と な っ た ま ち づ く り を ど の よ う に 進 め る か 、 そ

し て 、 自 治 会 を 中 心 と し た 活 発 な 地 域 活 動 を い か に 継 続 さ せ る

か と い っ た こ と に 取 り 組 ん で い く こ と に な る 。  
こ れ ら の 課 題 は 、 決 し て 北 須 磨 団 地 だ け の 問 題 で は な い 。 今

後 の 北 須 磨 団 地 の 取 り 組 み が 、 オ ー ル ド ニ ュ ー タ ウ ン が 抱 え る

課 題 解 決 の 一 つ の モ デ ル に な る よ う に 期 待 し た い 。  
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（５）井吹台自治会連合会、特定非営利活動法人  ニューいぶき  

 

社会的包摂の視点からみた特徴  
神戸市の西区は成熟化の進みつつあるニュータウンが多く立地するが、その

中の井吹台地区は近年に開発されたために、比較的若い層が入居する。これ

と併せ、阪神・淡路大震災後の復興公営住宅が整備されたことによって高齢

者の割合も高い。井吹台自治会連合会、(特活 )ニューいぶきはこのような地

区特性のなかで、地域福祉センターを拠点として、まちぐるみの防犯活動や

デイサービス提供など多面的な活動を展開している。またその組織体制も求

められる機能に応じた役割分担のもとに実施しており、多世代が住む住宅地

における社会的包摂推進のひとつのモデルを提供している。  

 

１）課題  

児童殺傷事件の発生などのために、子どもの健全育成や地域における

安全性の向上が求められていた。また、害虫（セアカゴケグモ）の発生、

テレクラ進出の動きなど、地域の積極的な行動を促すような具体的課題

が発生した。  

また、震災後に復興公営住宅が建設され、そこに住む多数の高齢者の

生きがいや自立が求められていた。  

 

図表 5-5-1 

 

２）活動の内容  

発生した地域の課題を自分たちの課題として受け止め、地域の人びと

の参加を促して主体的に活動してきた。「出てきた問題を自分たちの範囲

内で解決してきた。自分たちで問題を探してはいない。しかし、引っか

かってきたことに対してはしっかりと受け止めている」住民でできるこ

とは総力をあげて実行し、そのうえで必要な助力を公共機関等に求めて

きた。「地元を一番よくわかっているのはわれわれ地元住民。地元を一番

資料：坂本津留代 ｢震災被災高齢者の支援活動から『住民主体の福祉のまちづくり』へ｣ 

（「都市政策」第 114 号（ 2004 年１月）  
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よくわかっているわれわれがやることで、行政を動かせると思う」活動

をおこなう地域組織は３つあり、それぞれ機能分担している。  

自治会 (井吹台自治会連合会 )では夜間パトロールなどの地域安全活動

を、ＮＰＯ法人 (ニューいぶき )では高齢者 ･障害者 ･子育て支援サービス

の提供を、ふれまち協 (井吹台東ふれあいのまちづくり協議会 )ではクラ

ブ活動をおこなうなど、地域を基盤としながらも、必要とされる活動に

応じた組織形態をとっている。   

 

図表 5-5-2 
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自治会活動では、ふだんから各単組の実情を充分に把握することに努

め、発生した課題に応じて迅速に行動できる体制を構築している。  

ＮＰＯ法人では各部会の責任者を決めて公開する、また老人クラブで

は役員としての責務を重視するなど、責任体制を明確にしている。  

大学とは合同大学祭、隣接する工業団地 (Industrial Park)の西神工業

会とはＩＰフェアを共催するなどの連携も進めつつある。  

 

図表 5-5-3 

３）活動資源の特徴  

①人材  

ＮＰＯ法人 (ニューいぶき )は理事を含むスタッフ約 15 名で構成され

ている。ボランティアが約 20 名。スタッフのうち 10 名が有給で、社会

福祉士、ケアマネージャー、看護師、ヘルパーなど、いきいきデイサー

ビスに関わっている者は全員が有資格者である。 

地域の問題を自分の問題としてとらえる「共感」をどう広げていくか

● (特活 )ニューいぶきの組織体制  
 

資料：ニューいぶきパンフレット  
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を重視している。  

その人の無理のないように、適材適所を心掛けている。また年配だか

らといって地域福祉センターでいばることのないように配慮するなど、

お母さんたちなどの若い世代がやりがいのあるよう工夫している。  

写真 5-5-1 

 

●井吹台東地域福祉センター（ 2007 年 7 月 25 日撮影） 
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②モノ・場所  

地域福祉センターでは、さまざまな人びとが集うことができ、介護サ

ービスの提供も可能であることから、地域活動の総合的な核として活用

され、高く評価されている。盆踊りの練習や輪投げをするだけの場所で

あってはならないとされる。  

③資金  

自治会活動では、自治会費は 50 円／月 (マンションの場合 )、150 円／

月 (戸建ての場合 )で、特にマンションは負担を低廉にしている。また、

地域のまつり (夏の涼風祭 )に出店した収益約 20 万円を年間の復興住宅

の活動費に充てている。  

ＮＰＯ法人としては、神戸市から ｢生きがい対応型デイサービス ｣助成

金 400 万円を得ている。  

④支援体制  

制度面では、役所の縦割り体制と定期的人事異動のために、行政が地

域に根付くことができないことが指摘される。ひとりの職員が特定地域

を５～ 10 年担当すべきだとされる。また区役所に閉じこもって地域に出

てこない傾向があると指摘される。  

⑤社会的信認  

地域安全活動を続けてきたことに対して井吹台東ふれあいまちづくり

協議会とＮＰＯ法人ニューいぶきが、ともに神戸市の 2004 年度「ともに

つくる安全で安心なまちづくり賞」を受賞した。 

また、井吹台自治会連合会が防災活動や安全・安心なまちづくりに地

道に貢献したとして、警察庁の「安全・安心なまちづくり関係功労者」    

に選ばれ、 2007 年 10 月、表彰された。  

４）社会的包摂としての効果  

地域で問題のある人や、助けられる立場にある人が、逆の支援する立

場となって活動するようになった例がある。  

地域福祉センターの障害者の利用も多い。  

５）今後の課題  

地域の人材をもっと活用・活性化すべきだと考えられている。たとえ

ば民生・児童委員はさまざまなネットワークを持っているし、独り暮ら

しの高齢者も把握している。  

行政との協働に関する課題としては、 3)④に挙げたように、行政側の

体制の改善と積極的に地域に入ってくることが望まれている。  
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（６）神戸東部ＮＰＯサービスセンター  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ )課題 

高齢者のうち介護保険サービスの対象者は約２割であり、残りの８割の  

高齢者は介護保険サービスではカバーされていない。しかし、これらの高

齢者は、生活の質を維持・向上するためのさまざまな生活サービスを期待

している。  

また、介護保険の改定によって介護予防が重視された。しかしサービス  

提供に関する情報が総合的に提供されておらず、利用が促進されていない。 

事前のニーズ調査によると、介護保険外のサービスは、庭の手入れ、部  

屋の模様替え、理美容、送迎、ゴミ捨てなど 26 種類あった。  

また、これら枠外サービスのワンストップサービスが整備されていない  

し、これらを提供するための人材が不足している。  

図表 5-6-1            図表 5-6-2 

資料：センターパンフレット  

●対象エリアの概要  
 

資料：センターホームページ  

●サービス提供の流れ  
 

社会的包摂の視点からみた特徴  

高齢化に伴う生活ニーズは多様であり、介護サービスだけでなく生活の

質を高めるための支援サービスも求められている。  

神戸東部ＮＰＯサービスセンターでは、神戸市の東部既成市街地（東灘

区・灘区）を対象に、福祉事業系のＮＰＯなどをネットワークし、高齢

者に対して各種の生活サービスを提供するとともに、研修事業を通じた

人材育成を進め、地域の活性化をめざしている。 
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２ )活動の内容  

サービス供給の対象エリアを東灘区と灘区とし、高齢者の生活の質を高  

めるための生活支援サービスを総合的・システム的に提供している。また  

サービスを提供する現場の人材（ユニメイト、ユニボラ）を育成している。  

顧客からサービス提供の要請があれば、まず会員団体にメールで紹介す  

る。 1 日以内にサービス提供できる会員があらわれなければ、サービスセ  

ンターが直営でサービス提供をおこなう。       図表 5-6-3 

 

2006 年 5 月に活動を開始した。サービス提供事業の１年間の実績は、問  

い合わせが 809 件あり、うちサービス提供に至ったのは 467 件。うち 408 

件がサービスセンター直営であった。  

組織化に際しては、既存の事業型ＮＰＯや介護保険事業者を会員化し、  

センターを中心とするネットワーク体制をつくった。  

ＴＣＳ推進協議会（地域福祉の専門家、学識経験者など）－幹事会（約  

8 名）－事務局 (ＣＳ＝ (特活 )コミュニティサポートセンター神戸 )－事業  

実施 (ＣＳ･会員 )という複合的な組織体制によって意思決定と事業実施を  

分離している。  

会員は、ＮＰＯ会員 14 団体、介護保険事業所会員 11 団体、賛助会員で  

構成され、ＮＰＯ会員と事業所会員がネットワークに基づいた事業をおこ  

なっている。  

 

３ )活動資源の特徴  

①人材  

事務局を、センターの母体であるＮＰＯ法人（ＣＳ）の事務所に置いて  

いるため、スタッフを共有することができている。  

サービス提供のための人材育成は、屋内での家事など利用者にとっての  

内容  件数  活動時間  

家 事 (買 物 ･調 139 253 

掃除  137 232 

病院付添い  14   33.5 

ゴミだし  94  102.5 

草抜き  7 42 

部 屋 の 模 様 替 4 10 

見守り  10 26 

その他  3  4 

合計  408 703 

 
資料：センターパンフレット  
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プライバシー度の高い「ユニメイト研修」（ 16 時間講習）と、屋外作業な  

どプライバシー度の低い「ユニボラ研修」（３時間講習）とがある。  

研修後は、どちらも会員団体に登録しておくことができる。複数の団体  

に登録しておくことも可能である。スキルの維持・向上のためのレベルア  

ップ・フォローアップ講座 (例：成年後見人 )の受講も推奨している。現在  

の登録者は約 60 名で、男女別割合は、男性１ /３、女性２ /３である。  

 

②資金  

財源は、会費収入年間約 100 万円、調査 ･広告収入約 50 万円、神戸市の  

パートナーシップ助成約 50 万円などで構成され、割合では会費 25％、事

業 25％、助成 20%、寄付 30％となる。  

年間経費は 267 万円費やしており、パートナーシップ助成を得ることに  

よってかろうじてバランスしている。  

ユニメイトとユニボラの料金は１時間 1,000 円。このうち 600 円が本人  

の収入、 400 円がセンターの収入となる。センターにとっては、利用者か  

らの収入はセンター直営でサービスを提供する場合のみとなる。  

③モノ・場所  

事務局は母体であるＮＰＯ法人の事務所においている。  

事務機材を企業から提供してもらっているほか、合同研修会場として企  

業のホールを無償で借りている。  

④支援体制  

神戸市からパートナーシップ助成を受けており、また神戸市、兵庫県と  

行政・ＮＰＯ間の協働協定書を締結している。 

⑤社会的信認  

事業実施から１年強経過しているが、地域住民に対するＰＲが不足して  

いるために、まだあまり周知されていない。  

組織面では、各ＮＰＯにおける当事業の自己評価基準を定めている。  

４ )社会的包摂としての効果  

軽微な作業において障害者を起用している。  

各団体で自己完結せず、課題を会員メンバーで共有するとともに解決策  

を検討し合う。  

 

５ )今後の課題  

人手不足のために、ネットワークしているＮＰＯ等がサービスを提供す  

る割合が低く、 9 割近くをＮＰＯサービスセンター自身がおこなっている  
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ことから、ボランティア研修などによる人材の育成が急がれる。  

１年間の事業実施を経た結果では、神戸市のパートナーシップ助成を得て

ようやく収支が均衡する状態で、採算的に苦しい。  

介護保険サービスに関わるＮＰＯ・事業所の情報を一元化するとともに、

これらをネットワークして、ワンストップサービスを実現することは「本来、

行政の地域包括支援センターや社会福祉協議会がおこなうべきこと」と指摘

されている。  

サービスの利用者は、利用する団体にも会費を払うが、団体により 400 円

から 2,000 円までの幅があり、これらを統一するのが今後の課題である。ま

た利用者への PR の強化も課題である。  

 

図表 5-6-4 

●システムの概念図  

資料：センターパンフレット  
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（ ７ ） 社 会 福 祉 法 人  プ ロ ッ プ ・ ス テ ー シ ョ ン  

社 会 的 包 摂 の 視 点 か ら み た 特 徴  
障 害 者（ こ こ で は 、チ ャ レ ン ジ ド と い う 。「障 害 を 持 つ 人 」を 表

す 新 し い 米 語 「 t h e  c h a l l e n g e d」 を 語 源 と し 、 障 害 を マ イ ナ ス
と の み 捉 え る の で な く 、 障 害 を 持 つ ゆ え に 体 験 す る 様 々 な 事 象

を 自 分 自 身 の た め 、 あ る い は 社 会 の た め ポ ジ テ ィ ブ に 生 か し て

行 こ う 、 と い う 想 い を 込 め 、 プ ロ ッ プ ・ ス テ ー シ ョ ン が 提 唱 し

て い る 呼 称 )は 福 祉 サ ー ビ ス を 受 け る 側 ・ 保 護 さ れ る 側 で あ り 、
能 力 や 働 く 意 欲 が あ っ て も 就 労 で き な い 、 ま た 十 分 な 職 業 訓 練

を 受 け る 機 会 が な か っ た 。 そ こ で 、 コ ン ピ ュ ー タ を 使 い 、 チ ャ

レ ン ジ ド が 就 労 し 、 社 会 に 参 加 で き る よ う 日 本 で 始 め て の 社 会

福 祉 法 人 を 設 立 し た 。  
１ ） 課 題  

チ ャ レ ン ジ ド は 、 働 く 意 欲 が あ れ ば 就 労 の チ ャ ン ス を 得 て 、

社 会 参 画 や 納 税 と い う か た ち で 「 支 え る 側 」 に 回 る こ と の 出 来

る 柔 軟 な 社 会 シ ス テ ム が 必 要 で あ る と 考 え て い る が 、 日 本 の 社

会 シ ス テ ム は そ う な っ て は い な い 。  
1 9 9 2 年 に 全 国 の 重 度 の 障 害 者 1 , 3 0 0 人 に ア ン ケ ー ト 調 査 を 実

施 し た と こ ろ 、 パ ソ コ ン （ 通 信 ） を 使 っ て 、 在 宅 勤 務 に よ る 就

労 の 希 望 が 多 か っ た が 、 そ の 具 体 的 な 方 法 や 就 労 可 能 な レ ベ ル

で の 職 業 訓 練 は ど こ に も 存 在 し な か っ た 。  
 
 ２ ） 活 動 内 容  

チ ャ レ ン ジ ド が 社 会 の 役 に 立 つ 仕 組 み （ 法 律 ・ 制 度 ） を つ く

り た い と い う 想 い で 活 動 を し て い る 。  
  ① 活 動 手 法  

パ ソ コ ン を 使 い 、 チ ャ レ ン ジ ド に 就 労 支 援 を す る 事 業 を 提 案

し た 。 最 終 の 目 標 は 、 チ ャ レ ン ジ ド を 納 税 者 に す る こ と 。 こ の

目 標 は 最 近 に な っ て や っ と 理 解 し て も ら え る 人 が 増 え て き た が 、

事 業 開 始 当 初 は 怪 訝 な 顔 を さ れ た り 、 と ん で も な い こ と だ と 非

難 さ れ る こ と が 多 か っ た 。  
竹 中 理 事 長 は 、 初 め は 西 宮 の 廉 田 氏 が 代 表 を 務 め る 「 メ イ ン

ス ト リ ー ム 協 会 」（有 料 で 介 護 者 を 派 遣 す る 団 体 。メ イ ン ス ト リ

ー ム も 米 国 の 言 葉 で 「 障 害 を 持 つ 人 た ち が 社 会 の 端 に 置 か れ る

の で は な く 、 主 流 に 加 わ れ る よ う な 社 会 づ く り 」 と い う 意 味 。）

の 事 務 局 長 、 就 労 支 援 部 門 の 責 任 者 を 経 て 、 プ ロ ッ プ ・ ス テ ー

シ ョ ン を 立 ち 上 げ る 。  
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大 阪 の ボ ラ ン テ ィ ア 協 会 の 中 に 机 を 借 り て ス タ ー ト し た が 、

理 念 は あ る が 具 体 的 な 資 源 が あ っ た わ け で は な い 。 パ ソ コ ン を

使 っ た 就 労 支 援 を 新 聞 （ 取 材 ） で 告 知 し た と こ ろ 、 パ ソ コ ン の

ソ フ ト ウ ェ ア 企 業 か ら の 問 い 合 わ せ が あ り 、 支 援 が 始 ま っ た 。  
今 の ス タ ッ フ も 当 時 の 企 業 ボ ラ ン テ ィ ア の 技 術 者 が 会 社 を 退

職 し て や っ て い る 。1 9 9 8 年 に 第 2 種 の 社 会 福 祉 法 人 を 設 立 し た 。
こ れ は 、 法 人 格 を 得 よ う と す る も の で あ り 、 当 時 は N P O 法 が

な か っ た た め で あ る 。  
  ② 主 な 事 業  

チ ャ レ ン ジ ド へ の I C T 講 習 や 就 労・自 立 促 進 事 業 の み な ら ず 、
関 係 省 庁 や 自 治 体 と も 連 携 し て 事 業 を 行 っ て い る 。 ま た チ ャ レ

ン ジ ド が 納 税 者 に な る た め の 法 整 備 に 向 け て の 活 動 や 「 チ ャ レ

ン ジ ド ・ ジ ャ パ ン ・ フ ォ ー ラ ム （ C J F） 国 際 会 議 」 も 主 催 し て
い る 。  

 
○ チ ャ レ ン ジ ド 就 労 支 援  

図表 5-7-1  （沿  革）  
1991 年  ・チャレンジドの自立支援組織プロップ・ステーション（任意組織）設立。 

代表：竹中ナミ。 

・パソコン通信局プロップ・ネットを運用開始。 

1992 年  ・全国の重度障害者を対象にチャレンジドの就労意識アンケートを実施。 
・大阪ボランティア協会内に事務所を移転。チャレンジドの就労に向けたコンピュータセミナ

ーを開始。 

1994 年  ・セミナー受講生、初仕事を納品。 
・日本の福祉団体として始めてインターネットのドメイン（prop.or.jp）を取得。 

1995 年  ・大震災。スタッフ全員被災者となるも、パソコン通信で安否情報などのパソコン・ボランティ

アに取り組む。 
・第 1 回チャレンジド・ジャパン・フォーラムを東京で開催。 

・野村総合研究所とリモートワーク(在宅勤務)共同実験を開始。 

1996 年  ・神戸ファションマートに本部オフィスを置く。 
・インターネット上で、全国からの人が対象のシステム開発セミナーを開始。 

・第 2 回チャレンジド・ジャパン・フォーラムを大阪で開催。 

1997 年  ・プロップ神戸プロジェクト開始。活動拠点が大阪と神戸に。 
    ・第 3 回チャレンジド・ジャパン・フォーラムを東京で開催。 

    ・インターネット上で、全国からの人が対象の翻訳者養成セミナーを開始。 

1998 年  ・第 4 回チャレンジド・ジャパン・フォーラム国際会議を神戸で開催。 
・コンピュータを活用して全国の障害者を支援する厚生大臣認可第 2 種社会福祉法人となる 

1999 年  ・社会福祉法人化記念シンポジウム開催。後援会発足。 

・第 5 回チャレンジド・ジャパン・フォーラム in 宮城を仙台で開催。 
・竹中ナミ「エイボン女性年度賞・教育賞」を受賞。 

2000 年  ・大阪府内の全養護学校の情報教育支援を開始。 

・第 6 回チャレンジド・ジャパン・フォーラム 2000 日米会議を東京で開催。 
2001 年  ・ホームページ上で、オンラインによる「チャレンジド在宅ワーク」のコーディネイトを開始。 

・第 7 回チャレンジド・ジャパン・フォーラム(CJF)2001 国際会議 in みえ開催。 

2002 年  ・女性議員政策提言協議会の中に「ユニバーサル社会の形成促進プロジェクト・チーム ～チャ
レンジドを納税者にできる日本～」発足。 

・Let's ユニバーサルシティ KOBE 2002 (神戸市との共催)開催 

・第 8 回チャレンジド・ジャパン・フォーラム 2002 in いわて大会開催 
・竹中ナミ「総務大臣賞個人表彰」受賞 

2003 年  ・第 9 回チャレンジド・ジャパン・フォーラム 2003 in ちば国際会議開催。 

2004 年  ・Ac+C'04（アック・ゼロヨン）開催。 
2005 年  ・第 10 回チャレンジド・ジャパン・フォーラム 2005 国際会議 in HYOGO/KOBE 開催。 

2006 年  ・第 11 回チャレンジド・ジャパン・フォーラム 2006 国際会議 in TOKYO 開催。 

2007 年  ・サブオフィスを東京に開設  
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   I T を 活 用 し て チ ャ レ ン ジ ド の 自 立 と 社 会 参 画 、と く に 就 労 の
促 進 を 目 標 に 活 動 。  
（ 受 託 可 能 な 仕 事 ）  

以 下 の 仕 事 を チ ャ レ ン ジ ド ・ ワ ー カ ー が 、 在 宅 ま た は 通 勤 で

行 っ て い る 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○ フ ォ ー ラ ム ・ シ ン ポ ジ ウ ム 開 催  

   チ ャ レ ン ジ ド ・ ジ ャ パ ン ・ フ ォ ー ラ ム を 始 め 、 フ ォ ー ラ ム や

シ ン ポ ジ ウ ム を 開 催 。  
 

○ メ ー ル マ ガ ジ ン ・ 図 書 の 発 行  
メ ー ル マ ガ ジ ン 「 メ ー ル  d e  ナ ミ ね ぇ ！ 」、 チ ャ レ ン ジ ド の
編 集 員 た ち が 発 行 す る 機 関 誌 「 f l a n k e r」 や 図 書 の 発 行 。  

○ パ ソ コ ン セ ミ ナ ー の 開 講  
チ ャ レ ン ジ ド や 高 齢 者 を は じ め 、I T ス キ ル を 高 め て 就 労 チ ャ
ン ス を 得 た い と 願 っ て い る 方 々 を 対 象 に パ ソ コ ン セ ミ ナ ー を

開 講 。  
○ C C P（ チ ャ レ ン ジ ド ・ ク リ エ イ テ ィ ブ ・ プ ロ ジ ェ ク ト ）  
チ ャ レ ン ジ ド が 働 く 授 産 施 設 や 小 規 模 作 業 所 な ど の ア ト リ エ 、

プ ロ ッ プ・ス テ ー シ ョ ン と 株 式 会 社 フ ェ リ シ モ の 協 働 に よ り 、

イ ン タ ー ネ ッ ト で 商 品 を 販 売 。  

・システム開発 
販売管理、教育機関用成績管理、予約管理、予算管理、行政情報公開のための
システム構築など、大小様々なデータベース開発。遠隔教育（ e ラーニング）、
在宅ワークのシステム構築など。 

  ・ホームページ作成 
・グラフィックス 
アート、イラスト・カット、ポスター、パンフレット・デザイン、キャラクタ
ー・デザイン 

  ・DTP 業務全般 
・執筆 
詩、エッセイ、ドキュメンタリー、ルポ 

  ・アニメーション制作、ムービー制作 
・日 -英翻訳 
ビジネス文書、テクニカル翻訳、文芸書 

・i モード関係システム 
・その他 
データ入力、テープ・ライティング 

（実  績） 
ＮＴＴネオメイト、国土交通省自立移動支援プロジェクト公式サイト、イオン
化粧品（カレンダー・アートおよびペーパーバック・デザイン制作）、大阪府（紙
資料のデータ化とネットワーク化）、総務省（障害者の在宅ワーク調査研究事
業）、神戸市（障害者就労支援 IT 講習企画・運営）、フェリシモ（商品同梱説明
書制作、SORAE ホームページ・データ加工）、建設省（「次世紀の暮らしを語る懇
談会」ホームページ制作）、関西電力（「輝きフェスティバル」ポスター・デザ
インほか）、マイクロソフト（イントラネット・ホームページ制作）、日本イー
ライリリー（薬品治検データベース作成）  ほか多数  
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○ ア ッ ク ゼ ロ ヨ ン ・ ア ワ ー ド  
   日 本 ウ ェ ブ 協 会 と 共 催 で 現 在 の 日 本 に お い て 、 最 も デ ザ イ ン

性 に 優 れ る と と も に 、 多 く の 人 に と っ て 使 い や す い ア ク セ シ

ビ リ テ ィ に も 優 れ た We b サ イ ト を 顕 彰 。  
 
３ ） 活 動 資 源 の 特 徴  

  ① 人 材  

理 事 長 は P R に 徹 し て い る 。 ス タ ッ フ が 有 能 で 、 パ ソ コ ン を

使 っ て の 職 業 訓 練 や 事 業 運 営 に つ い て は 、 理 事 長 は タ ッ チ を し

て い な い 。 常 勤 は 4 人 、 非 常 勤 ・ ボ ラ ン テ ィ ア で 通 っ て く る ス
タ ッ フ は 1 0 人 、在 宅 就 労 は 前 述 含 め て 1 5 人 ほ ど で あ る 。会 員
は 全 国 に 1 0 0 人 ほ ど い る 。講 師 や ス タ ッ フ は チ ャ レ ン ジ ド も 多
い 。 番 頭 役 の 鈴 木 氏 は ソ フ ト ウ ェ ア の 企 業 を 退 職 し て 選 任 ス タ

ッ フ に な っ て も ら っ て い る 。 内 部 の マ ネ ジ メ ン ト は 彼 に 任 し て

い る 。  
  ② 資 金  

社 会 福 祉 法 人 立 ち 上 げ の 際 の 資 金 1 億 円 は 、 個 人 （ 社 長 ） ＋
そ の 会 社 （ マ イ ク ロ ソ フ ト 株 式 会 社 ） の マ ッ チ ン グ 寄 付 に よ り

い た だ い た も の で あ る 。 当 時 は Ｎ Ｐ Ｏ 法 が 成 立 し て お ら ず 、 社

会 福 祉 法 人 と い う 方 法 を と っ た が 、そ の た め に 1 億 円 も の 現 金
を 用 意 し な け れ ば な ら ず 、 途 方 に 暮 れ た 。 幸 い マ イ ク ロ ソ フ ト

株 式 会 社 社 長 の 個 人 寄 付 と 会 社 の マ ッ チ ン グ 寄 付 に よ り 用 意 で

き た が 、 こ の お 金 は 運 用 が で き ず 、 置 い て お く だ け と い う も の

で 、 第 2 種 の 社 会 福 祉 法 人 （ 施 設 を 経 営 し な い 社 会 福 祉 法 人 ）
の こ の 制 度 は 非 常 に 問 題 が あ る と 考 え る 。  
年 間 の 事 業 費 は 約 5 千 万 円 で あ る 。 収 入 の 内 訳 は 、 受 託 収 入

が 約 4 0％ 、 自 主 事 業 収 入 が 約 3 0％ 、 寄 付 収 入 が 約 2 0％ 、 会 費
収 入 が 約 1 0％ で あ る 。寄 付 は 現 物（ パ ソ コ ン の ソ フ ト ウ ェ ア な
ど ） が 多 い 。  
社 会 福 祉 法 人 だ か ら と い っ て 、 国 や 地 方 公 共 団 体 か ら 補 助 金

は 入 っ て こ な い 。 ま た 、 国 、 企 業 な ど か ら 受 託 事 業 な ど の 支 援

も あ る が 、 金 額 は そ ん な に 多 い も の で は な い 。  
理 事 長 の 考 え に 共 感 し て 、 個 人 と し て こ の 団 体 を 応 援 し て く

れ る 官 僚 や 首 長 、 有 名 人 も 多 い 。  
理 事 長 は 、 意 思 （ 勇 気 ） と 行 動 が 1 番 大 事 で あ り 、 お 金 は 後

か ら 付 い て く る 。 人 （ 人 材 ） も 同 じ と 語 る 。  
  ③ モ ノ ・ 場 所  

立 ち 上 げ 当 初 は 大 阪 ボ ラ ン テ ィ ア 協 会 の 事 務 所 の 一 角 を 利 用 。

今 は 六 甲 ア イ ラ ン ド フ ァ ッ シ ョ ン マ ー ト の 部 屋 を 借 り て い る

（ 写 真 5 - 7 - 1）。  
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2 0 0 7 年 に は 、 サ ブ オ フ ィ ス を 東 京 に 設 置 。  
  ④ 支 援 体 制  

パ ソ コ ン や ソ フ ト は 企 業 か ら の 寄 付  
が 多 数 で あ る 。 支 援 企 業 は 、 ア ッ プ ル  
ジ ャ パ ン (株 )、 日 本 電 気 (株 )ほ か 2 0 0  
社 を 超 え る 。 支 援 団 体 で は 、 省 庁 と 海  
外 機 関 で は 厚 生 労 働 省 、 在 日 米 国 大 使  
館 ほ か 2 0 団 体 近 く あ り 、 地 方 公 共 団  
体 で も 兵 庫 県 や 神 戸 市 な ど 2 0 団 体 、  
公 益 団 体 ・ 法 人 で は (財 )日 本 財 団 を は  
じ め 4 0 団 体 あ る 。  

  ⑤ 社 会 的 信 認  
理 事 長 や プ ロ ッ プ ・ ス テ ー シ ョ ン と し て 、 多 く の 賞 を 受 賞 し

て い る 。テ レ コ ム 社 会 科 学 賞・エ イ ボ ン 女 性 年 度 賞 教 育 賞 ( 1 9 9 9
年 )、神 戸 市 市 民 福 祉 顕 彰 奨 励 賞・日 経 W O M A N「 ウ ー マ ン・オ
ブ ・ ザ ・ イ ヤ ー 2 0 0 2」 ネ ッ ト 部 門 ( 2 0 0 1 年 )、 総 務 大 臣 賞 ( 2 0 0 2
年 )、 神 戸 新 聞 社 会 賞 ( 2 0 0 4 年 )受 賞 な ど 。 ま た 、 理 事 長 は 国 ・
地 方 公 共 団 体 の 審 議 会 委 員 等 を 多 数 引 き 受 け 活 動 を 行 っ て い る

が 、 こ れ も 本 人 が こ の 事 業 を Ｐ Ｒ し 、 多 く の 人 に 理 解 し て も ら

う た め の も の と 位 置 づ け て い る か ら で あ ろ う 。  
 
４ ） 社 会 的 包 摂 と し て の 効 果  

多 数 で は な い が 、 チ ャ レ ン ジ ド に よ る 在 宅 就 労 の 成 功 例 が 出

現 し 、 納 税 者 と な る こ と が 全 く 不 可 能 な こ と で は な い と い う と

こ ろ に さ し か か っ て い る 。 今 後 と も 、 意 欲 あ る 者 に 対 し て の 就

労 支 援 機 会 を 多 く 提 供 し て い き た い 、 そ の た め に は こ の 事 業 を

理 解 し て も ら い 、 少 し で も 仕 事 を チ ャ レ ン ジ ド に 出 し て も ら い

た い と 考 え て い る と 理 事 長 は 語 る 。  
 
５ ） 今 後 の 課 題  

プ ロ ッ プ ・ ス テ ー シ ョ ン の 活 動 は 、 や は り 竹 中 理 事 長 の 個 性

に 負 う と こ ろ が 大 き い 。  
竹 中 氏 の 理 想 は 、「多 く の 人 が 自 分 の 身 の 丈 に 合 っ た 働 き 方 で

社 会 を 支 え る と い う 社 会 に な っ て ほ し い 。 ま た 、 日 本 が チ ャ レ

ン ジ ド や 高 齢 者 が 元 気 と 誇 り を 持 っ て 働 け る 国 に な る と 同 時 に 、

働 く と い う 形 で 社 会 貢 献 で き な い 人 間 も 、 尊 厳 を 持 っ て 存 在 で

き る 国 に あ っ て 欲 し い 。」 と い う こ と で あ る 。  
こ の 理 想 が 制 度 と し て 確 立 さ れ 、 先 導 役 が い な く て も 回 っ て

い く よ う に 社 会 の シ ス テ ム を 変 え て い か ね ば な ら な い 。 そ う な

る こ と が 真 の ユ ニ バ ー サ ル 社 会 で あ る と 考 え て い る と の こ と 。  

写真 5-7-1 神戸ファッション  

マート 6Ｆにオフィス  
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（ ８ ） 特 定 非 営 利 活 動 法 人  こ う べ ユ ー ス ネ ッ ト  

社 会 的 包 摂 の 視 点 か ら み た 特 徴  

 神 戸 市 青 少 年 団 体 連 絡 協 議 会 は 、 2 5 年 強 の 永 き に 渡 り 、 一 般 的

な 青 少 年 健 全 育 成 に 従 事 し て き た 。 近 年 、 こ う べ ユ ー ス ネ ッ ト

と し て Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 化 す る 中 で 、 引 き こ も り や 無 業 の 青 少 年 の 問

題 に 着 目 し 、 厚 生 労 働 省 の 「 地 域 若 者 サ ポ ー ト セ ン タ ー 事 業 」

を 受 託 し て 、 こ れ ら の 人 々 に 対 す る 支 援 に 乗 り 出 し て い る 。  

１ ） 課 題  

（ 特 活 ）こ う べ ユ ー ス ネ ッ ト は 、神 戸 市 内 の 1 6 の 青 少 年 団 体 が  

中 核 と な っ て 5 年 前 に 設 立 さ れ た 。 母 体 で あ る 神 戸 市 青 少 年 団 体  

連 絡 協 議 会 は 、2 5～ 3 0 年 間 、青 少 年 団 体 の 窓 口 業 務 を 行 っ て き た 。 

事 業 規 模 が 大 き く な っ て き た こ と や 、 青 少 年 会 館 の 指 定 管 理 を  

受 け る こ と に な っ た こ と で 、 Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 化 す る こ と と な っ た 。  

近 年 、ニ ー ト が 大 き な 社 会 問 題 と な っ て い る が 、 3 年 前 に 、（特  

活 ） こ う べ ユ ー ス ネ ッ ト の 事 務 局 内 で 、 青 少 年 団 体 へ の 支 援 だ け  

で な く 、 弱 者 へ の 支 援 も 行 お う と い う 意 見 が 出 て き た 。 ２ 年 前 、  

厚 生 労 働 省 か ら 「 地 域 若 者 サ ポ ー ト セ ン タ ー 事 業 」 実 施 へ の 募 集  

が あ っ た の で 、手 を あ げ た と こ ろ 、受 託 す る こ と と な っ た 。（全 国  

に 5 0 箇 所 ）  

 

２ ） 活 動 の 内 容  

（ 特 活 ）こ う べ ユ ー ス ネ ッ ト は 、就 職 に 不 安 を 抱 え る 若 者（ 県

内 在 住 で 学 校 を 卒 業 ・中 退 後 、あ る い は 仕 事 を 辞 め た 後 、一 定 期

間 無 業 の 状 態 に あ る 概 ね 1 5 歳 か ら 3 5 歳 未 満 の 方 ）と そ の 保 護 者

を 対 象 に 、 就 労 ・ 自 立 へ の 継 続 的 ・ 個 別 的 な 支 援 を 行 っ て い る 。 

   具 体 的 に は 、 職 業 斡 旋 を 行 っ て い な い が 、 臨 床 心 理 士 や キ ャ リ

ア ・ コ ン サ ル タ ン ト と 連 携 を 取 り な が ら 多 面 的 な カ ウ ン セ リ ン グ

を 実 現 す る「 チ ー ム カ ウ ン セ リ ン グ 」、必 要 な 情 報 の 提 供 、本 人 や

保 護 者 を 対 象 と し て セ ミ ナ ー 、 就 業 体 験 事 業 な ど を 開 催 し て 、 就

労 に 向 け て の 可 能 性 と 方 向 性 を 見 い だ し て い く 支 援 を 行 っ て い る 。 

こ れ ま で の 相 談 会 の 開 催 日 数 は  2 3 1 日 。１ 回 5 0 分 で 、相 談 者

は 納 得 い く ま で 何 度 で も 相 談 を 受 け る こ と が で き る 。相 談 回 数 は 、

平 均 で 2～ 3 回 。ま た 、相 談 者 が 希 望 す れ ば 、ハ ロ ー ワ ー ク へ 同 行

す る 。 一 方 、 受 託 し た 1 年 目 の 昨 年 度 は 、 セ ミ ナ ー や 資 格 取 得 の

た め の 講 座 を 実 施 し た が 、 今 年 度 は 、 新 聞 等 で 紹 介 さ れ て 知 名 度

が あ が り 相 談 者 が 増 加 し た こ と か ら 、 カ ウ ン セ リ ン グ （ 相 談 ） に

追 わ れ て 、 こ れ ら の 事 業 を 実 施 で き て い な い 。  

ま た 、（特 活 ）こ う べ ユ ー ス ネ ッ ト は 、神 戸 市 と セ ミ ナ ー の 共 催

や 、 若 者 し ご と 倶 楽 部 ・ 兵 庫 県 ・ こ う べ 若 者 自 立 塾 と 情 報 交 換 し

な が ら 受 託 事 業 を 実 施 し て い る 。  
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３ ） 活 動 資 源 の 特 徴  

① 人 材  

キ ャ リ ア カ ウ ン セ リ ン グ を 行 う に は 資 格 を 必 要 と さ れ る が 、

資 格 を 持 っ た 職 員 が い な か っ た た め 、 職 員 の 一 人 が 講 座 を 受 け

て 資 格 を 取 得 し た 。  

現 在 、キ ャ リ ア カ ウ ン セ リ ン グ 2 人 、臨 床 心 理 1 人 、カ ウ セ

リ ン グ 1 人 で 計 5 人 。  

② 資 金  

厚 生 労 働 省 か ら の 委 託 料 は 、 1 年 目 が 年 度 途 中 の 8 月 か ら と

い う こ と で 1 , 0 0 0 万 円 、2 年 目 の 今 年 度 は 1 , 7 0 0 万 円 。こ れ は 、

実 費 弁 償 の 形 で 支 給 さ れ る 。  

③ モ ノ ・ 場 所  

（ 特 活 ） こ う べ ユ ー ス ネ ッ ト が 、 市 か ら 指 定 管 理 者 と し て 管

理 し て い る 神 戸 青 少 年 会 館 の 一 角 や 空 い て い る 会 議 室 を 相 談 場

所 と し て 使 用 し て い る 。 全 国 に 同 相 談 事 業 は 5 0 箇 所 あ る が 、

場 所 の 面 で は 恵 ま れ て い る 。  
ま た 、 本 年 9 月 か ら 受 託 し て ス タ ー ト し た 「 こ う べ 若 者 自 立

塾 」 で は 、 水 道 筋 商 店 街 と 連 携 し て 、 商 店 街 の 空 き 店 舗 を 借 り

て い る 。全 国 2 6 箇 所 あ る 中 で 、商 店 街 の 中 に 拠 点 が あ る の は 始

め て の 事 例 で あ る 。  

④ 支 援 体 制  

こ う べ 若 者 サ ポ ー ト ス テ ー シ ョ ン と い う 連 絡 協 議 会 に 加 盟 し 、

神 戸 市 や 兵 庫 県 と の 連 携 を 重 視 し て い る 。 ま た 、 知 的 障 害 者 等

に 対 し て は 、 兵 庫 県 精 神 保 健 福 祉 セ ン タ ー 、 こ こ ろ の 健 康 セ ン

タ ー 、 市 町 保 健 福 祉 部 を 紹 介 し て い る 。  

さ ら に 、 就 職  

先 や 地 域 住 民 と  

の 連 携 も 考 え て  

は い る が 、 こ れ  

か ら の 取 り 組 み  

で あ る 。 今 後 は  

、 青 少 年 会 館 祭  

り の 時 に 近 隣 商  

店 街 と タ イ ア ッ  

プ し た い と 考 え  

て い る 。  

 

 

 

図 表 5 - 8 - 1  
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⑤ 社 会 的 信 認  
2 0 年 間 の 青 少 年 協 議 会 や 5 年 間 の Ｎ Ｐ Ｏ と し て の そ れ ぞ れ の  

実 績 が 評 価 さ れ て い る 。  

 

４ ） 社 会 的 包 摂 と し て の 効 果  

2 0 0 6 年 8 月 か ら 2 0 0 7 年 7 月 末 ま で の 延 べ 相 談 者 数 は 、 8 7 3 人 、

純 相 談 者 数 は 3 2 3 人 。 年 齢 層 で 多 い の は 、 2 5～ 2 9 歳 と 3 0～ 3 4 歳

で 、 そ れ ぞ れ 全 体 の 3 0 . 3 %。 男 女 別 で は 、 7 対 3。  

就 労 に 繋 が っ た の は 、 約 6 0 名 、 そ の 一 歩 手 前 の 方 が 6 0 名 。 両

者 を あ わ せ る と 、 純 相 談 者 の 1 / 3 に あ た り 、 事 業 の 成 果 が あ が っ

て い る と い え る 。  

 

５ ） 今 後 の 課 題  

       こ の 委 託 事 業 は 2 年 で 終 わ る 。 委 託 が 切 れ た 後 、 事 業 を 継 続 し  

て い く こ と が で き る か ど う か に つ い て の 見 通 し が 立 っ て い な い 。  

補 助 金 を 国 か ら 地 方 自 治 体 へ お ろ し て 、 こ の 2 年 間 の 実 績 に 合 わ  

せ て 、 再 委 託 す る と い う 話 も あ る が 、 現 時 点 で は ど う な る か よ く  

わ か ら な い 。  

        ま た 、 こ の 事 業 を 自 主 事 業 と し て 実 施 す る こ と に つ い て は 、 難

し い と 言 わ れ て い る 。 そ れ は 、 現 在 、 相 談 料 は 無 料 で あ る が 、 有

料 化 す れ ば 、 相 談 者 の 大 半 が 経 済 的 に 裕 福 で な い 人 で あ る た め 、

相 談 者 が 減 っ て 事 業 経 営 が な り た た な く な る （ 民 間 で は 、 最 低

5 , 0 0 0 円 ／ 5 0 分 ） こ と や 、 企 業 か ら の 寄 付 を 見 込 め な い こ と な ど

の 理 由 で あ る 。  
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（ ９ ）特 定 非 営 利 活 動 法 人  た か と り コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー（ Ｔ Ｃ Ｃ ） 

社 会 的 包 摂 の 視 点 か ら み た 特 徴  
ベ ト ナ ム や 南 米 か ら の 外 国 人 あ る い は 在 日 朝 鮮 ・ 韓 国 人 が 多 く

居 住 す る 長 田 区 に お い て 、 社 会 か ら 疎 外 さ れ が ち な 外 国 人 に 対

し て 様 々 な 支 援 を 行 う と と も に 、 外 国 人 自 ら も 事 業 の 担 い 手 と

な っ て 地 域 で 生 き て い く た め の 様 々 な 活 動 を 行 っ て い る 団 体 で

あ る 。 た か と り 教 会 を 母 体 と し て い る が 、 様 々 な 活 動 団 体 を 内

包 し 、 各 団 体 の プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 的 な 機 能 を 有 し て い る 。  
１）  課 題  

阪 神 ・ 淡 路 大 震 災 以 前 も た か と り 教 会 と し て 、 地 域 と の つ な

が り は あ っ た が 、ス タ ー ト は 大 震 災 で あ る 。震 災 に よ る 火 災 で

た か と り 教 会 が 焼 け て し ま い 、そ こ に 住 ん で い た 神 田 神 父（ Ｔ

Ｃ Ｃ の 理 事 長 ）や も う 一 人 の 神 父（ イ タ リ ア 人 ）ほ か 何 人 か の

提 案 で 、震 災 で 全 国 か ら 駆 け つ け て 来 る 色 々 な ボ ラ ン テ ィ ア の

支 援 基 地 に な ろ う と い う こ と に な っ た 。  
最 初 に 「 た か と り 教 会 救 援 基 地 」 と い う 名 前 の バ ラ ッ ク を 建

て て 、 救 援 物 資 を 集 め て 配 布 ・ 炊 き 出 し 、 近 隣 倒 壊 家 屋 の 片 づ

け 、 家 財 の 取 り 出 し 、 ブ ル ー シ ー ト の 張 り 付 け な ど を 行 う ボ ラ

ン テ ィ ア が 寝 泊 ま り で き る よ う な 長 期 の 後 方 支 援 を 行 っ た 。  
そ れ と 併 せ て 、 こ の 地 域 に は カ ト リ ッ ク 系 の ベ ト ナ ム 人 が 多

く 、 教 会 が 心 の 支 え ・ 中 心 と な っ て い た 。 被 災 し た ベ ト ナ ム 人

は 、 こ の 近 く の 避 難 所 （ 鷹 取 中 学 校 、 南 駒 栄 公 園 、 長 田 区 役 所

前 な ど ） に 集 ま っ て い た が 、 教 会 内 に 、 震 災 か ら ２ 週 間 ほ ど で

「 被 災 ベ ト ナ ム 人 救 援 連 絡 会 」 と い う １ 週 間 に ２ 回 の 集 ま り が

で き た 。  
特 に ベ ト ナ ム 人 に は 、 言 葉 の 壁 が あ り 、 震 災 ・ 救 援 ・ 支 援 な

ど の 情 報 を い か に 届 け る か が 問 題 で あ っ た 。 ま た 、 在 日 韓 国 ・

朝 鮮 人 の 救 援 ・ 支 援 と い っ た 問 題 も あ っ た 。  
 
２ ） 活 動 の 内 容  

ま ち づ く り 協 議 会 と と も に 共 同 で 活 動 を 行 っ て お り 、 当 初 か

ら 外 国 人 支 援 の 活 動 も 地 域 と 一 緒 に 行 う と い う ス タ ン ス で あ る 。

地 域 と は 太 い パ イ プ あ り 、地 域 活 動 と は 相 互 作 用 が 働 い て い る 。 
救 援 活 動 が 終 わ っ て 、 ま ち の 復 興 が ほ ぼ 完 了 し て か ら 名 称 も

救 援 基 地 か ら 「 鷹 取 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 」 に 変 わ っ た 。  
地 域 や 外 国 人 の ニ ー ズ に 応 じ て 、 活 動 も 変 化 し た 。 目 的 別 に

団 体 が 様 々 に 設 立 さ れ た 。 ま た 協 力 団 体 や 関 係 団 体 と い っ た と

こ ろ と の ネ ッ ト ワ ー ク も 徐 々 に 構 築 さ れ る こ と と な っ た 。 そ の

中 で 新 し い ア イ デ ア の 団 体 な ど は 、 協 会 か ら 巣 立 っ て い っ た 。

復 興 が 進 ん だ 過 程 で 、教 会 の 活 動 を ど う 考 え る の か と い う 中 で 、
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地 域 ・ 教 会 ・ ボ ラ ン テ ィ ア メ ン バ ー の 三 位 一 体 を 考 え 、 2 0 0 0
年 ４ 月 に 特 定 非 営 利 活 動 法 人 「 た か と り コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー

（ Ｔ Ｃ Ｃ ）」を 設 立 し た 。た か と り コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー（ Ｔ Ｃ

Ｃ ） は 、 言 葉 、 文 化 、 民 族 、 国 籍 な ど が 違 っ て い て も 、 同 じ 住

民 と し て 一 緒 に 新 し い ま ち を つ く る こ と を め ざ し 、敷 地 内 の 1 0
の 団 体 な ど が ネ ッ ト ワ ー ク を 組 ん で セ ン タ ー を 構 成 し て い る

（ 写 真 5 - 9 - 1）。  
（ 構 成 団 体 ）  
① F M わ ぃ わ ぃ 、  
② ア ジ ア 女 性 自 立  
プ ロ ジ ェ ク ト 、  
③ 多 言 語 セ ン タ ー  
FA C I L、  
④ ワ ー ル ド キ ッ ズ  
コ ミ ュ ニ テ ィ 、  
⑤ ツ ー ル ・ ド ・ コ ミ  
ュ ニ ケ ー シ ョ ン 、  
⑥ リ ー フ グ リ ー ン 、  
⑦ N G O ベ ト ナ ム  i n  K O B E、⑧ ひ ょ う ご ん テ ッ ク 、⑨ ア ト ピ
ー 的 自 由 計 画  

（ 協 力 団 体 ）  
   ① N G O 神 戸 外 国 人 、② 救 援 ネ ッ ト ( G Q n e t )、③ 神 戸 定 住 外 国

人 支 援 セ ン タ ー（ Ｋ Ｆ Ｃ ）、④ 関 西 ブ ラ ジ ル 人 コ ミ ュ ニ テ ィ 、  
⑤ C o m u n i d a d e  B r a s i l e i r a  d e  K a n s a i （ Ｃ Ｂ Ｋ ）、 ⑥

H Y O G O N (ひ ょ う ご 市 民 活 動 協 議 会 )、⑦ し み ん 事 業 サ ポ ー ト
ネ ッ ト ワ ー ク  

 

３ ） 活 動 資 源 の 特 徴  

① 人 材  

当 初 人 材 に つ い て は 、 地 域 の 人 ・ 教 会 関 係 者 と い う よ り は 、

全 国 か ら 集 ま っ た 人・ボ ラ ン テ ィ ア が 支 え て い た 。2 0 0 0 年 が 一
つ の 区 切 り で 、 復 旧 ・ 復 興 の 支 援 か ら ま ち づ く り に 方 向 性 が 変

わ っ て い っ た 。  
リ ー ダ ー の 位 置 づ け と し て 、 神 田 神 父 自 身 は 、 強 烈 に 団 体 を

引 っ 張 っ て い く 人 で は な い 。 サ ー バ ン ト リ ー ダ ー の よ う で 、 メ

ン バ ー の 足 か せ を は ず す よ う な 人 で あ る 。 神 田 神 父 曰 く 「 リ ー

ダ ー は ア ホ な 方 が い い 」 と の こ と 。 見 守 っ て 支 え る タ イ プ の リ

ー ダ ー で あ る 。  
外 国 人 支 援 活 動 は 日 本 人 だ け で 行 っ て は い け な い 。 ま た 支 援

活 動 を す る 中 で 、 外 国 人 自 ら が ビ ジ ネ ス を 見 つ け る と い う た く

写真 5-9-1 たかとりコミュニ
ティセンターの外観  
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ま し さ も あ っ た 。 長 田 の ま ち の 気 風 と し て 、 い ろ い ろ な 人 を 受

け 入 れ る と い う 土 壌 が あ る 。 そ う い う 意 味 で は 、 外 国 人 に と っ

て は 暮 ら し や す い ま ち で あ る 。  
外 国 人 を 助 け る の で は な く 、 彼 ら の 力 を 借 り て 、 長 田 の ま ち

で エ ス ニ ッ ク の ビ ジ ネ ス を つ く っ て い く と い う ス タ ン ス で 活 動

を し て い る 。 例 え ば 、 地 域 の お 祭 り に 参 加 す る 中 で ベ ト ナ ム 人

に 屋 台 を 出 し て も ら い 、 好 評 で あ れ ば 、 そ れ を レ ス ト ラ ン に 発

展 さ せ る 。 こ う い っ た 豊 か な 文 化 を 享 受 す る と い う こ と は 、 ま

ち づ く り に も 役 立 つ も の で あ り 、 ア ジ ア タ ウ ン や コ リ ア タ ウ ン

と い っ た 長 田 区 の 個 性 あ る ま ち づ く り に も 合 致 す る こ と で あ る 。 
在 日 コ リ ア ン と 協 働 で 活 動 し て お り 、そ の 経 験 が い き て い る 。

日 本 社 会 の 生 活 の 中 で 生 き る と い う 視 点 で 、 一 方 的 に サ ー ビ ス

を 受 け る と い う の で は な く 、 ビ ジ ネ ス を 見 つ け る と い う ス タ ン

ス で 活 動 を 行 っ て い る 。 例 え ば 、 翻 訳 を 単 に 請 け 負 う だ け で な

く 、 今 後 ベ ト ナ ム ２ 世 ３ 世 が 、 さ ら に よ い 仕 事 を つ く っ て い く

と い う 視 点 で 考 え て い き た い と の こ と 。  
靴 工 場 で は 、 日 本 人 ・ 在 日 コ リ ア ン ・ ベ ト ナ ム 人 が 一 緒 に 働

い て い る 。 そ こ に 気 づ き が あ る 。 在 日 コ リ ア ン が 経 営 者 で ベ ト

ナ ム 人 を 雇 用 し て い る 例 も あ る 。 と も に 多 国 籍 の 人 と 働 く と い

う の は 重 要 な こ と で あ る 。  
Ｔ Ｃ Ｃ で は 、 ６ 人 の 職 員 が 1 0 年 以 上 働 い て い る 。 う ち ２ 人

が 在 日 コ リ ア ン で あ り 、そ こ に い ろ い ろ な 気 づ き が あ る と 語 る 。 
② 資 金  
経 営 に つ い て は 、県 に も 収 支 報 告 し て い る が 、事 業 の 性 格 上 、

Ｔ Ｃ Ｃ の 事 業 や そ の ほ か の 事 業 が 、 い ろ い ろ 混 じ っ て い て 、 数

字 だ け で は わ か ら な い 部 分 が あ る 。 い ま ま で は 、 様 々 な 団 体 が

う ま く 連 携 し て 、 プ ロ ジ ェ ク ト 的 に 事 業 を 実 施 し て き た 。  
財 源 に つ い て は 、 寄 付 ・ 補 助 金 ・ 自 主 財 源 あ る が 、 今 後 は 、

県 な ど の 応 援 事 業 （ 補 助 ・ 助 成 ） を 使 い な が ら 自 家 の エ ン ジ ン

を 開 発 し て い か ね ば な ら な い と 考 え て い る 。 全 体 と し て は 、 財

部 上 ど う 判 断 す る か は 、難 し い 。構 成 団 体 に よ っ て は 8 0％ が 自
主 財 源 と い う こ と も あ る 。  
日 比 野 副 理 事 長 個 人 の 考 え 方 と し て は 、 寄 付 を 増 や し て い き

た い と 考 え て い る 。 各 団 体 の 共 通 イ ン フ ラ と い う 部 分 は 、 寄 付

で 整 備 し て 、 あ と は 、 各 団 体 の 目 的 に あ っ た 事 業 は そ の 財 源 を

考 え る と い う や り 方 が ベ ス ト か と 思 う と の こ と 。  
地 域 金 融 の 議 論 が あ る が 、 今 ま で は 必 要 な か っ た 。 当 座 の 資

金 は 、 鷹 取 協 会 の 内 部 で あ る 程 度 回 っ て き て い た が 、 今 後 は そ

う い っ た こ と も 考 え な け れ ば な ら な い だ ろ う と の こ と 。  
  ③ モ ノ ・ 場 所  
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   た か と り 教 会 が 母 体 と な っ て 、 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム を 形 成 し て  
る 。  
④ 支 援 体 制  
行 政 と の 関 わ り は 、県・市 連 携 で ラ ウ ン ド テ ー ブ ル を つ く り 、

対 応 し て き た 。 県 の 職 員 は 異 動 が 少 な い の で 意 思 疎 通 に は 問 題

が な く 、 市 で も 国 際 交 流 協 会 と は よ く 連 絡 し て い る の で 、 そ れ

ぞ れ の 意 思 疎 通 は で き て い る 。 こ こ で は 、 外 国 人 の 施 策 等 に つ

い て も 、 現 場 で あ り 、 先 端 で あ る の で 、 ニ ー ズ は 拾 い や す い 。

た だ し 、 そ れ を 行 政 と 話 し な が ら 、 政 策 に 転 換 す る ・ 交 渉 す る

と い う こ と は 、 Ｔ Ｃ Ｃ 自 身 は あ ま り 行 っ て い な い 。 一 緒 に ご 飯

を た べ な が ら 、 ね ば り 強 く 、 役 割 分 担 し な が ら 、 実 情 を 伝 え て

い く と い う ス タ ン ス で あ る 。  
  ⑤ 社 会 的 信 認  

地 域 と は 、 お 互 い の 主 義 主 張 を 通 し て 、 対 立 す る こ と も あ る

が 、 最 後 は お 互 い に 歩 み 寄 る 。 ゆ る や か な 連 携 を 保 っ て い る 。  
日 比 野 副 理 事 長 に よ る と 、 団 体 の 方 針 に つ い て は 、 必 ず し も

民 主 的 な 決 め 方 で は な く 、 課 題 に よ っ て は 様 々 だ が 、 強 権 的 に

ス タ ー ト す る 場 合 で も 、 不 都 合 が あ れ ば 、 修 正 が で き る と の こ

と 。 そ れ ぞ れ の 意 見 の 多 様 さ を 大 事 に し て い る 。 民 族 ・ 国 籍 ・

障 害 の あ る な し・多 種 多 様 な 人 が 、対 等 に 対 話 で き る 社 会 や「 一

人 の 命 」 を 大 切 に し て い き た い と 語 る 。  
地 域 と の 関 係 づ く り に は 、 一 緒 に ご 飯 を 食 べ 続 け る ・ 生 活 を

と も に す る と い う こ と が 大 切 で あ る と の こ と 。  
 
４ ） 社 会 的 包 摂 と し て の 効 果  

日 比 野 副 理 事 長 に よ る と 、「Ｔ Ｃ Ｃ の 活 動 は 、野 田 北 部 の 中 の

一 つ の 活 動 、一 員 と し て の 活 動 で あ る 。」と の こ と 。場 所 は 教 会

で あ る が 、 あ く ま で い ろ い ろ な 活 動 団 体 の プ ラ ッ ト フ ォ ー ム で

あ り 、 そ の 上 の 大 き な プ ラ ッ ト フ ォ ー ム が 野 田 北 部 で あ る 。  
地 元 の 理 解 な し に 、 外 の 地 域 で 活 動 す る と は 考 え ら れ な い 。

国 際 問 題 と 地 域 に 住 ん で い る 、 例 え ば 在 日 の 人 の 問 題 は 関 係 な

い と い う ス タ ン ス は お か し い と 語 る 。  
長 田 の ま ち は 、 そ う い っ た 偏 見 な し に 外 国 人 と の ま ち づ く り

が で き る ま ち で あ る 。 1 0 人 ～ 2 0 人 の 中 に １ 人 で も 、 外 国 人 問
題 を 理 解 を す る 人 が で き て き た ら 、 外 国 人 と の 理 解 は 進 む 。 夏

祭 り や そ の 片 づ け な ど 一 緒 に 汗 を か か な い と 、 地 域 に 認 め ら れ

な い と の こ と 。 そ う い っ た 意 味 で は 、 地 域 か ら の 評 価 は 受 け て

い る し 、 Ｔ Ｃ Ｃ の 事 業 の 効 果 は 評 価 で き る 。  
地 域 の 人 は 差 別 感 が な い わ け で は な い 。 し か し 、 人 間 個 人 と

し て つ き あ っ て 、 認 め ら れ る と 、 信 頼 さ れ て く る 。 生 活 の 中 で
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つ な が り を 持 っ て 行 け ば 、 徐 々 に 理 解 さ れ る と い う こ と で あ る

と 語 る 。  
地 域 中 に あ る テ ー マ を 持 っ た 団 体 が 適 度 に 存 在 し て い る こ と

が 、 ま ち の 魅 力 に な っ て い る と 感 じ る 。（ 例 ： ピ ー タ ン ハ ウ ス 。

障 害 者 の 作 業 所 で 、 開 か れ た 講 座 に 地 域 の 人 が 通 っ た り 、 演 劇

を み た り す る と い う こ と は 大 事 な こ と 。）神 戸 は 、地 縁 型 の コ ミ

ュ ニ テ ィ の 中 に テ ー マ 型 の 団 体 が う ま い 具 合 に 入 っ て い る と い

う こ と が い え る の で は な い か 。  
テ ー マ 型 団 体 が 持 っ て い る 活 動 内 容 の す ば ら し さ を 地 域 に 示

し て い く こ と が 大 切 だ と 思 う と 語 る 。  
野 田 北 部 か ら Ｔ Ｃ Ｃ が な く な る と い う 状 況 を 考 え る と 、 そ れ

は 地 域 の 損 失 で あ る 。 小 さ な 活 動 を パ ッ チ ワ ー ク の よ う に 重 ね

て い き 、 地 域 の 理 解 を 少 し ず つ 得 な い と 、 や は り 同 質 の 心 地 よ

さ に 流 れ て し ま う か ら 、 地 域 と の 乖 離 が 始 ま る 。  
Ｔ Ｃ Ｃ は 、 地 域 の 代 理 店 の よ う な 存 在 で あ る 。 地 域 の 住 民 、

い ろ い ろ な 機 関 や 住 民 団 体 と マ イ ノ リ テ ィ を つ な い で い る 。 野

田 北 ふ る さ と ネ ッ ト に ベ ト ナ ム 人 の 団 体 が 入 っ て い る か と い う

と 、 そ こ ま で は 行 っ て い な い 。 Ｔ Ｃ Ｃ を 介 し て 地 域 と コ ミ ッ ト

し て い る 。た だ 、次 の 世 代 、そ の 次 の 世 代・子 ど も の 世 代 で は 、

期 待 が で き る 。  
Ｔ Ｃ Ｃ は 外 国 人 の 人 権 問 題 と い っ た 専 門 性 に 関 し て は 、 責 任

を も っ て 、 専 門 家 と し て 活 動 を し て お り 、 全 国 的 に も 評 価 さ れ

て い る 。  
 

５ ） 今 後 の 課 題  

今 後 の 人 材 や 事 業 の 継 続 に つ い て は 心 配 し て い な い と の こ と 。

組 織 の 継 続 よ り は 、 多 文 化 共 生 の 活 動 を 続 け て い き た い と 、 日

比 野 副 理 事 長 は 語 る 。  
地 域 に 信 頼 さ れ 、全 国 か ら の 評 価 も 受 け て い る 活 動 に よ っ て 、

マ イ ノ リ テ ィ と の 共 生 と い う 活 動 を 広 げ て い き た い 。 そ う い う

意 味 で は 、 も っ と 多 く の 人 に 理 解 い た だ い て 、 寄 付 の 割 合 も 増

や し て い き た い と の こ と 。  
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（ １ ０ ） 特 定 非 営 利 活 動 法 人  神 戸 定 住 外 国 人 支 援 セ ン タ ー  

社 会 的 包 摂 の 視 点 か ら み た 特 徴  
神 戸 定 住 外 国 人 支 援 セ ン タ ー （ K F C） は 、 地 域 の 中 で 疎 外 さ れ
て い る 在 日 朝 鮮 ・ 韓 国 人 1 世 に 対 す る デ イ サ ー ビ ス の 提 供 と 、
日 本 語 に 不 自 由 す る 外 国 人 児 童 に 対 し て 学 習 支 援 を 行 っ て い る

団 体 で あ る 。  
１ ） 課 題  

神 戸 定 住 外 国 人 支 援 セ ン タ ー （ K F C） は 、 阪 神 ・ 淡 路 大 震 災 の あ
と 、ボ ラ ン テ ィ ア に よ っ て 設 立 さ れ た 2 つ の 組 織（「 兵 庫 県 定 住 外 国

人 生 活 復 興 セ ン タ ー 」と「 被 災 ベ ト ナ ム 人 救 援 連 絡 会 」）が 日 常 の 外

国 人 支 援 を 取 り 組 む こ と を 目 的 に 、1 9 9 7 年 2 月 に 統 合 し て 設 立 さ れ

た 。 地 域 に 暮 ら す 多 様 な 文 化 的 背 景 を 持 つ 人 々 （ 定 住 外 国 人 ） が 、

と も に 生 き る こ と が で き る 社 会 づ く り を 目 指 し て 活 動 を 支 援 す る 団

体 で あ る 。  
金 宣 吉 （ キ ム ・ ソ ン ギ ル ） 理 事 長 は 、 地 震 に よ っ て 浮 か び 上 が っ

て き た 、 今 ま で 放 置 ・ な お ざ り に さ れ て い た 障 害 者 、 外 国 人 の 格 差

の 問 題 を 指 摘 す る 。  
今 ま で の 弱 者 政 策 は 、 自 立 を 支 援 す る も の で は な か っ た 。 ま た 、

地 域 の ま ち づ く り を 考 え る 審 議 会 で あ れ ば 、 当 然 マ イ ノ リ テ ィ の 当

事 者 と し て 韓 国 人 や 中 国 人 が 入 る べ き だ が 、 そ う い っ た こ と は 少 な

く 、 ま た 議 論 に も な ら な い 。 市 職 員 の 選 考 資 格 に も 国 籍 の 制 限 条 項

が あ る 。 こ う い っ た 、 機 会 の 不 平 等 や 表 面 に あ が ら な い 、 意 識 も さ

れ な い よ う な 外 国 人 に 対 す る 問 題 を 解 決 し て い こ う と い う の が こ の

団 体 の ミ ッ シ ョ ン で あ る 。  
こ う い っ た な か な か 見 え に く い 課 題 に 対 し て の 把 握 方 法 と し て は 、

一 般 的 な ア ン ケ ー ト 調 査 で は 困 難 で あ り 、 フ ィ ー ル ド に 参 入 し て 、

観 察 す る し か な い の で は な い か と 語 る 。  
 
２ ） 活 動 の 内 容  

Ｋ Ｆ Ｃ の 事 業 に つ い て は 、 大 き く ２ つ あ る 。 そ の 1 つ が 日 本 語 プ
ロ ジ ェ ク ト で あ る 。 定 住 外 国 人 が 日 本 語 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能

力・自 己 表 現 能 力 を 身 に つ け ら れ る よ う 、日 本 語 学 習 を 行 っ て い る 。

言 語 は 、 日 本 語 、 ベ ト ナ ム 語 、 中 国 語 、 韓 国 語 、 ポ ル ト ガ ル 語 、 ス

ペ イ ン 語 、 英 語 で あ り 、 ボ ラ ン テ ィ ア に よ り 実 施 さ れ て い る 。  
ま た 、 定 住 外 国 人 児 童 の 学 習 支 援 に も 力 を 入 れ て お り 、 学 習 支 援

活 動 の 他 、 交 流 事 業 や 高 校 入 試 支 援 な ど も 行 っ て い る 。 子 ど も の 支

援 に つ い て は 、 派 手 な こ と は し て い な い 。 母 文 化 ・ 母 言 語 と い っ た

こ と よ り は 、 公 立 学 校 で 勉 強 に 遅 れ な い よ う に 教 え る と い っ た こ と

を 主 眼 に 、 こ れ も ボ ラ ン テ ィ ア が 事 業 を 行 っ て い る 。 民 族 衣 装 を 着

て 、 母 国 の 踊 り を 踊 っ た り と か い う こ と は 、 わ か り や す い 交 流 事 業
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で は あ る が 、 そ う い う こ と は 目 的 に は な い 。 文 化 は 彼 ら の 大 切 な リ

ソ ー ス で あ り 、 安 売 り は し て は い け な い と の 思 い が あ る 。  
も う １ つ は 、 高 齢 者 の 居 場 所 づ く り 事 業 で あ る 。 こ れ は ハ ナ の 会

の 運 営 事 業 を 通 し て 、 在 日 コ リ ア ン 高 齢 者 の 居 場 所 づ く り 事 業 を 行

っ て い る 。 在 日 コ リ ア ン の 問 題 は 一 世 に つ い て は 非 常 に 重 た い 問 題

で あ る 。 公 共 施 策 に お け る 高 齢 者 サ ー ビ ス 施 策 に つ い て は 、 場 所 ・

年 齢 で メ ッ シ ュ が 切 ら れ る が 、 そ の 中 に は 在 日 は せ い ぜ い １ 割 く ら

い で 問 題 と し て 上 が っ て こ な い 。 ま た 、 差 別 を 受 け た 世 代 と し て 、

そ の 中 に と け 込 ん で 同 じ く サ ー ビ ス を う け る と い う 心 情 で は な い 。

日 本 の 社 会 保 障 の 中 で 介 護 保 険 制 度 は 、 対 象 者 に 差 別 が あ る わ け で

は な い 。 し か し 、 そ れ を 無 理 に 当 て は め て 事 業 を 行 う の は 限 界 が あ

る 。 一 般 の 高 齢 者 に は 貯 え （ ス ト ッ ク ） が あ り 、 年 金 も あ っ て 自 己

負 担 が 可 能 と い う 前 提 で 成 り 立 っ て い る 。 い く ら 「 在 日 」 が 多 い と

い っ て も 、老 人 い こ い の 家 を 在 日 専 用 の 施 設 と す る こ と は で き な い 。 
一 方 で 、 コ ミ ュ ニ テ ィ の 中 で 支 援 す る と い う 方 法 が あ る が 、 な か

な か 「 在 日 」 と い う 存 在 が 見 え て こ な い 。 今 事 業 で こ う い う 形 に な

っ て い る か ら 、 ニ ー ズ が あ る よ う に 思 え る が 、 大 部 分 の 人 は 気 づ か

な い 課 題 で あ る 。 ま た 、 マ イ ノ リ テ ィ ー 側 の 発 信 力 の 問 題 も あ る 。

行 政 が そ う い う 点 に 気 づ く 感 性 が あ れ ば 良 い が 、 現 実 に は な い 状 況

で あ る 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 表 5 - 1 0 - 1  Ｋ ＦＣの経 緯  

1 9 9 7 年 ・多 言 語 による生 活 相 談 開 始  

・日 本 語 学 習 サポート活 動 開 始  

・定 住 外 国 人 問 題 の調 査 、研 究 活 動  

・少 数 者 の意 見 実 現 のための提 言 活 動  

・神 戸 市 在 住 ベトナム人 生 活 実 態 アンケート実 施  

1 9 9 9 年 •在 日 コリアン高 齢 者 の居 場 所 づくり事 業 「 K O B E ハナの会 」発 足  

・ベトナム語 の母 語 教 室 の開 催  

・外 国 人 の子 ども向 けパソコン絵 画 教 室 の実 施  

2 0 0 1 年 • 「ボランティア・スクエア 2 0 0 1 」国 際 年 奨 励 賞 受 賞  

•ネッ トワーク幹 事 団 体 として兵 庫 県 と共 催 での研 修 会 開 催 の開 始  

・外 国 人 向 けやさしい日 本 語 による I T 講 習 の実 施  

2 0 0 2 年 ・神 戸 新 聞 社 会 賞 受 賞  

・エスニックスモールビジネス起 業 支 援 事 業 の実 施  

2 0 0 3 年 ・「 K O B E ハナの会 」が K F C に統 合 し、 「 K F C ハナの会 」となる  

2 0 0 4 年 ・特 定 非 営 利 活 動 法 人 として認 証 （ 8 月 ）  

2 0 0 5 年 ・デイサービスセンター「ハナの会 」開 設  

2 0 0 6 年 ・第 ６回 ひょうごボランタリー・スクエア２１  元 気 アップ大 賞 受 賞  

・ コ ミュニュケーションサポーター派 遣 制 度 開 始  

・神 戸 ソーシャルベンチャーアワード受 賞  
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そ の 他 事 業 は プ ロ ジ ェ ク ト 制 で 行 わ れ て い る 。  
○ 相 談 業 務 （ 職 業 、 住 宅 な ど 生 活 に 関 す る も の ）  
○ 関 係 機 関 へ の 提 言 （ マ イ ノ リ テ ィ 、 人 権 問 題 な ど ）  
○ 調 査 研 究 （ マ イ ノ リ テ ィ の 歴 史 ・ 現 状 ・ 生 活 実 態 な ど 、 制 度 の

調 査 研 究 な ど ）  
そ の 他 で 事 業 に 関 し て こ だ わ っ て い る こ と と し て は 、 当 事 者 性 を

大 切 に し て い き た い 。 決 し て 民 族 分 離 主 義 で は な い が 、 外 国 人 が 外

国 人 の た め に 支 援 を 行 っ て い る 点 は ぶ れ な い よ う に こ だ わ っ て い き

た い と の こ と 。  
マ イ ノ リ テ ィ の 中 で も 、 高 齢 者 と 子 ど も に 焦 点 を 当 て て 活 動 を し

て き た が 、 そ の 中 で 高 齢 者 と 子 ど も の 接 点 が 大 切 で あ る 。 例 え ば 平

和 学 習 な ど は 、 当 事 者 か ら 発 せ ら れ る 体 験 談 と い う も の が 大 切 。 高

齢 者 か ら 子 ど も に 伝 え ら れ る ア イ デ ン テ ィ テ ィ を 大 切 に し て 、 今 置

か れ て い る マ イ ナ ス の イ メ ー ジ を 引 き 上 げ る こ と が で き る 力 を 子 ど

も に は 持 っ て も ら い た い と 語 る 。  
３ ） 活 動 資 源 の 特 徴  

① 人 材  
活 動 は ボ ラ ン テ ィ ア で 支 え ら れ て い る 。 常 勤 の 職 員 は ５ 人 、 非

常 勤 の 職 員 は ６ 人 。 こ の 団 体 に は 7 人 の 理 事 が い る が ほ と ん ど な

に が し か 外 国 の ル ー ツ を も つ 人 で あ る 。 人 材 育 成 に は ト レ ー ニ ン

グ が 大 切 で 、 職 員 に は 各 種 の 研 修 や イ ン タ ー ン に も 入 っ て も ら っ

て や っ て い る 。 人 材 の 確 保 に つ い て は 、 重 要 な 問 題 で 、 ボ ラ ン テ

ィ ア 講 座 を 開 設 し 、 熱 心 な ボ ラ ン テ ィ ア に 対 し て の リ ク ル ー ト を

実 施 し て い る 。 理 念 ア ッ プ よ り は 、 職 員 の ス キ ル ア ッ プ が 大 切 と

金 理 事 長 は 語 る 。  
② 資 金  
2 0 0 4 年 に Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 格 を と っ て い る 。 な ぜ Ｎ Ｐ Ｏ か と 言 え ば 、

介 護 保 険 事 業 を 行 う た め に 必 要 で あ り 、 活 動 が で き れ ば Ｎ Ｐ Ｏ で

な く て も 良 い 。 こ の 事 業 か ら 得 る 収 入 が 、 当 団 体 の 8 割 以 上 に も

な っ て い る 。 組 織 と し て は 、 社 団 法 人 と 同 じ で 正 会 員 が 理 事 長 の

選 任 が で き る こ と か ら 、 正 会 員 の ハ ー ド ル を 高 く し て 、 誰 で も 正

会 員 に な れ る と い う こ と に は し て い な い 。（ 正 会 員 2 6 人 、 賛 助 会

員 2 6 3 人 ）  
法 人 市 民 税 の 免 除 は あ る が 、 介 護 保 険 事 業 を 行 っ て い る こ と か

ら 、 非 課 税 で は な い 。 Ｎ Ｐ Ｏ と し て の 税 制 上 の メ リ ッ ト は 、 ほ と

ん ど な い 。 Ｎ Ｐ Ｏ の 存 続 問 題 で 、 誤 解 さ れ て い る と 思 う の は 、 会

計 の 専 門 家 の 派 遣 で あ る 。 中 小 企 業 診 断 士 を 派 遣 し て も 意 味 は な

い 。ア メ リ カ で は 、徹 底 的 な キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー 表 の 作 成 で も っ て 、

そ の 団 体 の 存 続 を 判 断 し て い る と の こ と 。  
③ モ ノ ・ 場 所  
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資 金 や 場 所 に つ い て は 、 い つ も 頭 を 悩 ま す 大 き な 問 題 で あ る 。

Ｊ Ｒ 新 長 田 駅 前 の 一 等 地 に 部 屋 を 借 り て い る の は 、そ こ に ニ ー ズ

が あ る か ら 。高 齢 者 が 福 祉 乗 車 証（ 無 料 ）を 使 い 来 ら れ る 場 所 は

こ こ し か な い 。マ イ ノ リ テ ィ は 都 市 の 中 心 に し か 住 め な い と い う

こ と 。再 開 発 で 空 き 床 が 多 か っ た と い う こ と も あ る 。た だ し 、マ

イ ノ リ テ ィ だ か ら 汚 い と こ ろ で 良 い と い う の は ダ メ で あ る 。  
④ 支 援 体 制  
コ ラ ボ レ ー シ ョ ン 事 業 も 兵 庫 県 と 一 緒 に や っ て い る も の が 1 つ

あ る 。 今 ま で は 、 Ｋ Ｆ Ｃ か ら の も ち か け る 企 画 事 業 が 多 か っ た 。

企 画 を 持 ち 込 み 、 神 戸 市 か ら の 委 託 を 受 け た も の と し て は 、 コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョ ン サ ポ ー ト 事 業 が あ る 。 そ れ は 、 介 護 保 険 認 定 に 関

し て 外 国 人 高 齢 者 と 意 思 の 疎 通 を 図 る よ う に 、 通 訳 で は な い が ベ

ト ナ ム 語 と ブ ラ ジ ル 語 に 関 し て 支 援 を 行 う も の で あ る 。  
行 政 か ら の 外 部 化 事 業 を 委 託 す る （ ア ウ ト ソ ー ス ） と い う の は

少 な い 。 日 本 受 け す る 文 化 交 流 事 業 は こ こ で は や っ て い な い 。 外

国 人 児 童 へ の 日 本 語 支 援 な ど 実 績 は 非 常 に 多 く あ る と 思 う が 、 そ

う い っ た 事 業 メ ニ ュ ー が そ も そ も 行 政 の 事 業 に な い と の こ と 。  
社 会 の ニ ー ズ に 対 し て 、す ぐ に Ｎ Ｐ Ｏ に ま か せ る と い う 流 れ は 、

危 険 で あ る と 感 じ る 。 本 来 は や る べ き セ ク タ ー が や る べ き こ と が

あ る は ず で 、 そ れ を Ｎ Ｐ Ｏ と の パ ー ト ナ ー シ ッ プ だ か ら と い う の

で は 、 非 常 に 問 題 で は な い か 。 ま ず 行 政 の 内 部 を ス ク ラ ッ プ ア ン

ド ビ ル ド し て 無 駄 を な く し 、 そ の 上 で 必 要 で な い も の は 外 に 出 し

て い く と い う の が 前 提 で は な い か 。  
行 政 に 望 む こ と と し て は 、 事 業 の 支 援 と い う よ り は 、 マ イ ノ リ

テ ィ の 子 ど も た ち の 進 学 支 援 と か 就 職 の 支 援 と い っ た 本 来 的 な 、

地 味 だ が 地 に 足 の つ い た 施 策 を 望 む 。 国 際 交 流 ・ 支 援 と い う と 、

外 国 人 ら し い 外 国 人 （ 例 え ば 欧 米 人 ） へ の 対 応 で は な く て 、 行 き

場 を 失 っ た 二 世 三 世 の マ イ ノ リ テ ィ を ど う 支 援 す る か に つ い て 真

剣 に 議 論 し て 欲 し い 。 日 本 人 と マ イ ノ リ テ ィ が 隣 に 座 っ て 、 と も

に 同 じ 仕 事 を す る よ う な 状 況 で な い と 本 当 の 共 生 で は な い と 語 る 。 
教 育 で い う と 、 学 校 に 在 日 コ リ ア ン の 支 援 員 を 配 置 で き な い か

と い う こ と を 訴 え て い る 。 ま た 、 繁 忙 期 の 市 役 所 で 、 簡 単 な 事 務

で い い か ら ベ ト ナ ム 人 の 高 校 生 に 仕 事 を 出 せ な い か 。 人 と 接 し て

み な い と そ の 意 識 は 変 わ ら な い 。 日 本 人 だ け で 共 生 だ と い う の は

愚 の 骨 頂 で あ る 。 い ろ い ろ な マ イ ノ リ テ ィ が い る の だ か ら 。 何 で

も い い か ら 、 隣 に 座 る と い う 席 を 創 ら な い と い け な い 。 能 力 が な

け れ ば 首 を す げ 替 え れ ば よ い 。 マ イ ノ リ テ ィ が そ の 席 に 座 る と い

う 機 会 が な い こ と が 問 題 で あ る 。  
ま た 、 介 護 事 業 に 参 入 す る と き に 、 事 業 者 と し て ヘ ル パ ー 2 級

講 座 を 受 け た が 、 こ れ は 東 京 の あ る 財 団 が 援 助 し て く れ た 。 行 政
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に 望 む の は こ う い う 支 援 事 業 で あ る 。 各 団 体 が 一 か ら 独 自 で 行 う

の は 大 変 で あ る と の こ と 。  
地 方 行 政 が パ イ プ に な っ て 、国 か ら の 資 金 を 持 っ て き て も ら い 、

Ｎ Ｐ Ｏ な ど と 協 働 事 業 な ど を 考 え て ほ し い 。 今 ま で は 、 行 政 に 批

判 的 な 団 体 と は 協 働 し て い な い が 、 そ れ だ と 本 当 の 共 生 は で き な

い し 、 意 識 は 変 わ る こ と は で き な い 。 行 政 も 自 分 た ち の 生 き 残 り

を か け て 、 本 当 に 良 い パ ー ト ナ ー を 探 す べ き で あ る と 語 る 。  
企 業 に 望 む こ と と し て は 、 企 業 に よ っ て は 安 い 外 国 人 労 働 者 を

使 っ て 利 益 を 上 げ て い る と こ ろ も あ る 。 こ う い っ た と こ ろ は 、 も

っ と 税 金 を 取 っ た ら い い の で は な い か 。 外 国 人 を 労 働 の 調 節 弁 の

よ う に 使 う こ と は よ く な い 。 神 戸 の 企 業 は 結 構 地 域 貢 献 を し て い

る 。 川 崎 重 工 や 灘 の 酒 造 メ ー カ ー な ど は 、 外 国 人 雇 用 や 文 化 貢 献

な ど 昔 か ら や っ て お り 、 評 価 で き る 。 企 業 は 外 国 人 と 一 緒 に 生 き

て い く こ と を 考 え な い と 、 今 後 の 発 展 は な い と の こ と 。  
⑤ 社 会 的 信 認  
「 た か と り コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ  

ー 」 か ら 派 生 し た 団 体 で あ り 、  
2 0 0 4 年 に は そ の 業 績 が 評 価 さ れ 、  
神 戸 市 の 「 神 戸 ソ ー シ ャ ル ・ ベ ン  
チ ャ ー ・ ア ワ ー ド 」 を 受 賞 し て い  
る 。  

 
４ ） 社 会 的 包 摂 と し て の 効 果  

外 国 人 マ イ ノ リ テ ィ に 対 し て は 、 非 常 に 役 に 立 っ て い る と 自 負 し

て い る 。 高 齢 者 の デ イ サ ー ビ ス （ 年 間 3 , 0 0 0 人 以 上 ） と 子 ど も の 学

習 支 援 （ 年 間 1 , 0 0 0 人 以 上 ） に つ い て は 、 神 戸 で は ト ッ プ で あ る 。

今 後 ど ん な に 苦 し く て も 、 ニ ー ズ に 応 え た サ ー ビ ス を し て い き た い

と 金 理 事 長 は 語 る 。  
 
５ ） 今 後 の 課 題  

今 後 は 、 地 域 の コ ミ ュ ニ テ ィ ・ デ ィ ベ ロ ッ プ メ ン ト の 視 点 を 持 っ

た 外 国 人 支 援 を 行 っ て い き た い 。  
外 国 人 の 問 題 は 、 グ ロ ー バ ル 化 、 資 本 主 義 の 問 題 で あ る 。 資 本 主

義 の ひ ず み が 、 一 番 弱 い 外 国 人 マ イ ノ リ テ ィ の さ ら に 弱 い 高 齢 者 ・

子 ど も に 降 り か か っ て い る 。 機 会 の 平 等 、 チ ャ ン ス を ど う 平 等 に 与

え る の か と い う 視 点 で 活 動 し て い き た い と の こ と 。  
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（ １ １ ） 特 定 非 営 利 活 動 法 人  ウ イ ズ ア ス  

   
社 会 的 包 摂 の 視 点 か ら み た 特 徴  
障 害 を も つ ス タ ッ フ が 障 害 者 本 位 の 視 点 や 創 意 工 夫 で 事 業  
を 進 め て い る 。  
具 体 的 に は 障 害 者 が 主 体 と な っ て 観 光 ガ イ ド マ ッ プ を 作 成  

し 、障 害 者 等 に 対 す る 旅 行 支 援 等 を 行 っ て い る 。ま た 障 害 者  
が こ の 旅 行 支 援 等 を 通 じ て 、新 し い 経 験 を 積 み 、自 ら の 能 力  

を 磨 き 、 ス キ ル を 蓄 積 す る 機 会 を 得 て い る 。  

 
１ ） 課 題  

障 害 者 、高 齢 者 等 は 、「旅 先 で ワ ン ス ト ッ プ の サ ポ ー ト が 受 け  

ら れ な い 」「従 来 の 障 が い を も つ 人 た ち の 旅 は 、旅 の 最 初 か ら 最

後 ま で 介 助 人 に 同 行 (添 乗 )し て も ら う た め に 費 用 が 嵩 む 」「ハ ー

ド 面 が 充 実 し た 施 設 で あ っ た と し て も 、 介 助 を 必 要 と す る 妻 を

夫 が 女 湯 に 入 れ る こ と が で き な い 」 な ど 課 題 が あ る た め 、 普 通

に 旅 を す る こ と 、 出 か け る こ と を あ き ら め て い る 。 神 戸 を 障 害

者 、 高 齢 者 等 を 含 め 誰 も が 安 心 し て 旅 行 で き る ま ち 、 誰 に と っ

て も 利 便 性 の 高 い ま ち に す る こ と が 課 題 で あ る 。  

２ ）  活 動 の 内 容  

① 活 動 の 特 徴  

神 戸 市 長 田 区 に あ る 特 定 非 営 利 活 動 法 人 ウ イ ズ ア ス （ 鞍 本 長

利 代 表 ） は 、 2 0 0 3 年 4 月 設 立 で 次 の 事 業 を 行 っ て い る 。  

ⅰ 障 害 者 の 居 宅 介 護 支 援 事 業 （ ホ ー ム ヘ ル パ ー 派 遣 ）  

ⅱ 身 体 障 害 者 デ イ サ ー ビ ス 事 業 （ 生 活 介 護 ）  

ⅲ 障 害 者 の 就 労 継 続 支 援 事 業  
さ ら に 障 害 者 の 就 労 継 続 支 援 事 業 の 一 環 と し て 、2 0 0 6 年 2 月

か ら 、働 く 障 害 者 が 主 体（ ウ イ ン グ コ ウ ベ（ Ｗ Ｉ Ｎ Ｇ  Ｋ Ｏ Ｂ Ｅ ）

の ス タ ッ フ 1 0 人 の 中 8 人 が 障 害 者 で あ る 。） と な っ て 神 戸 ユ ニ

バ ー サ ル ツ ー リ ズ ム（ 障 害 者 等 の 旅 行 支 援 事 業 ）を 進 め て い る 。

こ れ は 高 齢 者 、 障 害 者 等 が 神 戸 を 訪 れ る 際 、 必 要 な 場 所 に 必 要

な サ ー ビ ス ・ 情 報 を 提 供 す る と と も に 、 様 々 な 支 援 を 横 断 的 に

コ ー デ ィ ネ ー ト す る こ と に よ り 、 障 害 者 は も と よ り 誰 で も が 安

心 し て 滞 在 で き 、 自 由 な 旅 （ 普 通 の 旅 ） が で き る よ う サ ポ ー ト

す る 取 り 組 み で あ る 。  

具 体 的 に は 神 戸 を 訪 れ る 障 害 者 、 高 齢 者 、 そ の 家 族 と 前 も っ

て 必 要 な ケ ア を 打 合 せ 、 宿 泊 施 設 、 リ フ ト 付 き タ ク シ ー 、 コ ン

シ ェ ル ジ ュ（ 観 光 案 内 ）、介 護 人 派 遣 、介 護 用 品（ 車 い す 、福 祉
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関 連 用 具 等 ） レ ン タ ル 等 の 事 業 者 に 連 絡 し 、 必 要 な 介 助 を 手 配

す る 。 宿 泊 施 設 、 タ ク シ ー 会 社 、 福 祉 機 器 レ ン タ ル 会 社 な ど と

横 断 的 に 連 携 し 、 様 々 な サ ー ビ ス を き め 細 か く つ な い で い く こ

と に よ っ て 、 ユ ニ バ ー サ ル な 神 戸 の 旅 を 創 り 出 す 支 援 を 行 っ て

い る 。 こ う し た コ ー デ ィ ネ ー ト 料 は 1 泊 2 日 で 5 , 0 0 0 円 と 必 要

経 費 。      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 表 5 - 1 1 — 1（ 出 典 ）神 戸 ユ ニ バ ー サ ル ツ ー リ ズ ム の ご 案 内  

 

2 0 0 5 年 6 月 か ら 車 い す を 使 っ て い る 障 害 者 4 人 の 協 力 を 得 て 、

リ フ ト 付 き タ ク シ ー で の 観 光 地 巡 り な ど 試 行 錯 誤 を 重 ね て き た 。

障 害 者 自 身 が 自 ら の 足 で 集 め た 情 報 は 障 害 を 持 っ た 方 の 視 点 や

目 線 に よ る き め 細 か な 実 効 性 の あ る 情 報 と な っ て 、 情 報 を 出 す

側 と 受 け る 側 の ミ ス マ ッ チ を 最 小 限 に と ど め る 。  

こ の ほ か に も ウ イ ン グ コ ウ ベ は 、 障 害 者 の メ ン バ ー が 実 地 調

査 を し 、 神 戸 市 内 に あ る ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン の レ ス ト ラ ン や

ト イ レ な ど の 情 報 を 掲 載 し た 観 光 ガ イ ド ブ ッ ク 、 ポ ス タ ー を 作

成 し て い る 。  

鞍 本 代 表 は 、「神 戸 を 誰 も が 安 心 し て 旅 行 で き る ま ち に し た い 。
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誰 し も 年 を と り ハ ン デ ィ キ ャ ッ プ を 抱 え る こ と も あ る 。 誰 も が

当 事 者 意 識 を も っ て 取 り 組 む こ と が 大 事 」 と 話 す 。  

さ ら に ウ イ ン グ コ ウ ベ は 地 域 情 報 紙 「 び と （ b i t o）」 を 2 0 0 7

年 9 月 2 5 日 に 創 刊 し た 。同 紙 は 、高 齢 化 社 会 に ハ ン デ ィ キ ャ ッ

プ が あ る 人 も 、 そ う で な い 人 も 、 み ん な が 町 に 出 て 楽 し む こ と

を 目 指 し 、 暮 ら し に 役 立 つ 情 報 を 掲 載 し て い る 。 障 害 を 乗 り 越

え て 頑 張 っ て い る 人 、 そ れ を 支 え る グ ル ー プ な ど を 紹 介 し て い

る 。 タ ブ ロ イ ド 版 の 8 ペ ー ジ で 、 毎 月 1 回 2 5 日 、 1 5 万 部 を 発

行 。 ま た 、 こ う し た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン メ デ ィ ア に 加 え 、 ホ ー

ム ペ ー ジ 上 で 「 び と 」 を 全 国 の 人 達 へ 情 報 発 信 し て い る 。  

同 紙 の 編 集 に 携 わ っ た 障 害 を も つ 8 人 を 含 め 1 0 人 の ス タ ッ フ

は 、「 原 稿 を 書 け た こ と が 一 番 嬉 し い 」「 初 め て の 取 材 に 戸 惑 い

な が ら 創 刊 で き 、 よ い 経 験 が で き た 」 と 感 想 を 述 べ て い る 。 ス

タ ッ フ は 新 た な 事 業 に 戸 惑 い な が ら も 、 そ れ を や り 遂 げ る と い

う 気 概 を も っ て 主 体 的 に 取 り 組 ん で い る 。  

障 害 を も つ 者 を 含 め ス タ ッ フ が こ の 旅 行 支 援 事 業 や 地 域 情 報

紙 の 取 材 ・ 編 集 事 業 を 通 じ て 、 色 ん な こ と を 学 ん で い る 。 こ の

場 で 新 し い 経 験 や 訓 練 を 積 み 、 自 ら の 能 力 を 磨 き 、 ス キ ル を 蓄

積 す る 機 会 を 得 て い る 。  

鞍 本 代 表 は 、「 障 害 者 、 高 齢 者 、 ま た そ の 家 族 が こ れ を 見 て 、

旅 行 、観 光 に 向 け て 一 歩 足 を 踏 み 出 し て も ら う「 き っ か け 媒 体 」

に な れ ば 」 と 話 す 。 製 作 費 用 は 広 告 代 等 で 賄 わ れ る 。  

② 運 営 組 織 ・ 実 施 体 制 の 特 徴  

ウ イ ン グ コ ウ ベ （ Ｗ Ｉ Ｎ Ｇ  Ｋ Ｏ Ｂ Ｅ ） は 、 1 0 名 の ス タ ッ フ

で 運 営 し て い る 。 そ の う ち 8 人 が 障 害 者 で あ る 。 障 害 者 で あ る

ス タ ッ フ が コ ン シ ェ ル ジ ュ と し て 観 光 案 内 を し た り 、 地 域 情 報

紙 「 び と 」 の 取 材 活 動 を 含 め 編 集 作 業 に 主 体 的 に 取 り 組 ん で い

る 。  

神 戸 ユ ニ バ ー サ ル ツ ー リ ズ ム で は 神 戸 を 訪 れ る 障 害 者 、 高 齢  

者 等 に 安 心 し て 観 光 を 楽 し ん で も ら う た め 、 宿 泊 施 設 や タ ク シ

ー 会 社 、 福 祉 機 器 レ ン タ ル 会 社 、 医 療 通 訳 シ ス テ ム 事 業 を 行 な

う Ｎ Ｐ Ｏ な ど と 横 断 的 な 提 携 を 図 り な が ら 、 様 々 な サ ー ビ ス を

き め 細 か く つ な ぎ 、 結 び 付 け て い る 。 ま た 、 神 戸 市 か ら 情 報 の

提 供 や コ ン サ ル テ ィ ン グ 等 を 受 け る な ど 、行 政 と も 密 に 連 携 し 、

そ う し た 支 援 を 得 な が ら 、 円 滑 な 旅 行 支 援 事 業 の 実 施 に 努 め て

い る 。  

鞍 本 代 表 は 、「こ れ か ら も 事 業 者 と の ネ ッ ト ワ ー ク を 広 げ て い  

き な が ら 、 神 戸 ユ ニ バ ー サ ル ツ ー リ ズ ム を 一 つ の ビ ジ ネ ス モ デ

ル （「 神 戸 モ デ ル 」） と し て 確 立 し 、 全 国 に 広 げ 、 つ な げ て い き

た い 」 と 意 欲 を 燃 や す 。  

さ ら に 神 戸 だ け で な く そ れ 以 外 の 地 域 へ の 水 平 展 開 を 進 め 、



186 

全 国 の 障 害 者 や 高 齢 者 等 が 旅 行 に 確 実 に 行 け る 仕 組 み を 構 築 し

て い く こ と が 今 後 の 課 題 で あ る 。  

３ ）  活 動 資 源 の 特 徴  

① 人 材  

熱 意 の あ る 障 害 を も つ ス タ ッ フ が 、 障 害 者 本 位 の 視 点 や 自 助

努 力 に よ る 創 意 工 夫 で ユ ニ バ ー サ ル ツ ー リ ズ ム 活 動 を 実 践 。  
② 資 金  

ウ イ ズ ア ス は 、 神 戸 ユ ニ バ ー サ ル ツ ー リ ズ ム に 係 る 次 に 掲 げ

る 活 動 に つ い て 、神 戸 市 か ら「 パ ー ト ナ ー シ ッ プ 活 動 助 成 制 度 」

（ h t t p : / / w w w . k o b e 2 0 0 1 . o r . j p / p a r t n e r _ m e n u . h t m） に よ る 財 政

的 支 援 を 得 て い る 。  

ⅰ 障 害 者 、 高 齢 者 の 神 戸 滞 在 時 に お け る サ ポ ー ト 体 制 の 充 実

等 の た め の 宿 泊 施 設 、 福 祉 ・ 医 療 関 連 事 業 所 、 大 学 な ど が

参 加 す る 研 究 会 の 開 催 な ど の ネ ッ ト ワ ー ク づ く り  

ⅱ 神 戸 ユ ニ バ ー サ ル 観 光 都 市 づ く り に 係 る ガ イ ド マ ッ プ 作 成  
ま た 、障 害 を も つ ス タ ッ フ へ の 賃 金 は 、名 刺 印 刷 、観 光 案 内 、

障 害 者 へ の 旅 行 支 援 （ コ ー デ ィ ネ ー ト ） に よ っ て 得 た 収 益 や 地

域 情 報 紙 「 び と 」 の 広 告 収 入 等 で 賄 わ れ る が 、 事 業 体 の 収 支 は

厳 し い 。 行 政 に よ る 補 助 が な く て も 事 業 収 入 で 継 続 的 に 事 業 が

展 開 で き る よ う に し て い く こ と が 一 番 の 課 題 で あ る 。 一 方 こ う

し た 障 害 者 等 の 旅 行 支 援 事 業 等 は 本 来 、 公 的 な 機 関 が 担 う べ き

も の で あ る と の 指 摘 も あ る 。  

財 政 分 野 を 含 め き ち ん と し た ビ ジ ネ ス モ デ ル（「 神 戸 モ デ ル 」）

を 築 い て い く こ と で 、 持 続 可 能 な 障 害 者 、 高 齢 者 を 含 め 全 て の

生 活 者 に 優 し い 公 共 性 の 高 い 事 業 に 昇 華 さ せ て い く 。 そ の た め

に は 、 障 害 者 、 高 齢 者 を 含 む 障 壁 等 を 抱 え る 方 の ニ ー ズ や 要 求

を 満 た す こ と を 通 し て 業 績 に 転 換 し 、 財 政 基 盤 を 確 立 す る こ と

で 自 立 し て い く こ と が 重 要 で あ る 。  

③ モ ノ ・ 場 所  

手 す り 、 ス ロ ー プ 、 ハ ン デ ィ キ ャ ッ プ ・ ル ー ム な ど ハ ー ド 自

体 を い く ら ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン に し て も 限 界 が あ り 、 そ の ハ

ー ド を 補 う フ ト が 大 切 で あ る 。  

④ 支 援 体 制  

2 0 0 6 年 度 は 、神 戸 ユ ニ バ ー サ ル ツ ー リ ズ ム に つ い て 、経 済 産

業 省 か ら 「 サ ー ビ ス 産 業 創 出 支 援 事 業 」 の 委 託 を 受 け 、 そ の 財

政 的 な 支 援 を 得 な が ら 、 複 数 の 事 業 主 体 と 連 携 し 、 協 働 す る コ

ン ソ ー シ ア ム 形 式 で 実 施 し た 。  

2 0 0 7 年 度 は 、国 土 交 通 省 の「 地 域 資 源 活 用・ネ ッ ト ワ ー ク 型

の 新 た な 観 光 サ ー ビ ス シ ス テ ム の 創 造 に よ る 潜 在 的 な 国 内 旅 行

需 要 の 喚 起 ・ 顕 在 化 を 通 じ た 地 域 活 性 化 方 策 検 討 調 査 事 業 」 の

http://www.kobe2001.or.jp/partner_menu.htm
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委 託 を 受 け 、 そ の 財 政 的 支 援 を 得 て 、 障 害 、 障 壁 等 に よ り 潜 在

化 し て い る 旅 行 需 要 の 顕 在 化 の た め の 新 た な 観 光 サ ー ビ ス シ ス

テ ム ・ ネ ッ ト ワ ー ク 化 （「 神 戸 モ デ ル 」） の 検 討 等 を 実 施 し て い

る 。事 業 の 初 期 段 階 に お い て 、行 政 に よ る 後 押 し を 受 け な が ら 、

宿 泊 施 設 、 タ ク シ ー 会 社 等 の 関 連 事 業 者 と の ネ ッ ト ワ ー ク 化 を

図 る こ と で 効 率 的 、効 果 的 な 事 業 実 施 体 制 の 構 築 に 努 め て い る 。 

⑤ 社 会 的 信 認  

神 戸 ユ ニ バ ー サ ル ツ ー リ ズ ム 活 動 は 、2 0 0 5 年 度 神 戸 市 の 顕 彰

制 度 「 神 戸 ソ ー シ ャ ル ・ ベ ン チ ャ ー ・ ア ワ ー ド 」 の 優 秀 賞 を 受

賞 し た 。さ ら に 、 2 0 0 7 年 度 兵 庫 県 の 顕 彰 制 度「 ひ ょ う ご ユ ニ バ

ー サ ル 社 会 づ く り 賞 」 を 受 賞 し た 。 こ の よ う に 同 事 業 を 行 っ て

い る ウ イ ズ ア ス は 、 行 政 か ら 表 彰 を 受 け る こ と で 行 政 の 後 押 し

を 得 て 、 社 会 的 な 信 用 を 醸 成 し て い る 。  

鞍 本 代 表 は 「 事 業 を 推 進 し て い く た め に 、 社 会 的 信 認 を 得 る

こ と は 非 常 に 重 要 。 顕 彰 を 含 め 行 政 と の 連 携 実 績 は 、 信 認 を 得

る 上 で 貴 重 」 と 語 る 。  

４ ） 社 会 的 包 摂 と し て の 効 果  

ユ ニ バ ー サ ル ツ ー リ ズ ム 活 動 は 、 障 害 を も つ ス タ ッ フ が 主 体

と な っ て 、 障 害 者 本 位 の 視 点 や 自 助 努 力 に よ る 創 意 工 夫 で 事 業

が 進 め ら れ て い る 。 こ の 仕 事 を し た い と い う 熱 意 や 能 力 を も っ

た 障 害 者 の 就 労 機 会 の 確 保 を 通 じ て 、 障 害 者 の 自 立 と 社 会 参 加

の 場 を 提 供 し て い る 。 ユ ニ バ ー サ ル ツ ー リ ズ ム 活 動 が 根 を は や

し て い け ば 、 高 齢 者 等 を 含 め す べ て の 方 が 訪 れ や す い ま ち の 創

造 に つ な が る し 、神 戸 の ま ち が 自 然 と 優 し い ま ち に な っ て い く 。 

     ウ イ ズ ア ス は 、 障 害 者 、 高 齢 者 を 含 め 何 ら か の ハ ン デ ィ キ ャ

ッ プ を も っ た 生 活 者 へ の 旅 行 支 援 を 通 じ て 、 こ れ ら の 方 々 の 生

活 ミ ニ マ ム を 維 持 す る 役 割 を 担 っ て い る 。 何 ら か の 障 害 を 抱 え

る 生 活 者 の 悩 み や 不 安 等 の 解 消 を 、 ウ イ ズ ア ス の 障 害 を 抱 え る

ス タ ッ フ が 担 っ て い る こ と が 、 社 会 的 包 摂 の 観 点 か ら 素 晴 ら し

い 。  

５ ） 今 後 の 課 題  

事 業 の 継 続 性 の 維 持 や 経 営 の 安 定 化 の た め 、 旅 行 事 業 者 と し

て 事 業 展 開 す る こ と を 検 討 し て い る 。 や は り 思 い や ミ ッ シ ョ ン

だ け で は 潰 れ て し ま う の で 、 事 業 と し て 成 立 し 、 継 続 さ せ て い

く こ と も 必 要 で あ る 。  

そ の た め に は 「 あ あ で も な い 。 こ う で も な い 」 と 試 行 錯 誤 し

な が ら 、 障 害 者 、 高 齢 者 を 含 む 障 壁 等 を 抱 え る 生 活 者 の ニ ー ズ

や 要 求 を 満 た す こ と を 通 し て 業 績 に 転 換 し て い く な ど 事 業 維

持 ・ 継 続 の た め の 創 意 工 夫 や 自 助 努 力 を 行 っ て い く こ と が 必 要

で あ る 。  
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（ １ ２ ） 特 定 非 営 利 活 動 法 人  く ら し 協 同 館 な か よ し  

社 会 的 包 摂 の 視 点 か ら み た 特 徴  
茨 城 県 ひ た ち な か 市 に あ る 高 齢 化 が 進 行 し て い る 郊 外 の 住 宅 地

団 地 で 、 団 地 の 中 央 に あ る 生 協 が 閉 店 し て し ま っ た た め 、 高 齢

者 や 障 害 者 の 日 々 の 買 い 物 に 不 便 が 生 じ た 。 そ の 跡 地 で 主 婦 グ

ル ー プ が 中 心 に な り ま ち の 交 流 拠 点 「 く ら し 協 同 館 な か よ し 」

を つ く り 、 高 齢 者 ・ 障 害 者 の 生 活 支 援 活 動 を 行 っ て い る 。  
１ ） 課 題  

1 9 7 0 年 代 前 半 に 造 成 さ れ た 一 戸 建 て 住 宅 団 地 (本 郷 台 団 地 及
び 東 中 根 地 区 約 1 , 0 0 0 戸 )の ほ ぼ 中 央 に あ っ た ス ー パ ー や 商
店 ・ 金 融 機 関 が 相 次 い で 撤 退 し て い っ た 。 そ し て 最 後 の 砦 で あ

っ た 生 協 の 店 も 、 高 齢 化 が 一 斉 に 進 む 団 地 で の 入 口 減 少 ・ 購 買

力 の 低 下 に は 勝 て ず 、 赤 字 経 営 と な り 2 0 0 4 年 5 月 に 閉 店 さ れ 、

生 活 に 不 便 な 地 域 に 一 変 し た 。  
こ の 団 地 の 高 齢 化 率 は 4 0％ 、県 の 住 宅 供 給 公 社 の 開 発 で す べ

て 戸 建 て の た め 人 口 の 流 入 は ほ と ん ど な い 。  
問 題 点  

① 市 内 全 域 に は 郊 外 型 大 規 模 シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー や 大 型 ス ー

パ ー が ひ し め く 一 方 、 遠 く ま で 買 い 物 に 行 け な い 高 齢 者 や 障

害 の あ る 方 が 毎 日 の 食 材 の 購 入 に も 困 る よ う に な っ た 。  
   自 家 用 車 が 利 用 で き な い 高 齢 者 の 足 で 、 シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ

ー ま で 往 復 一 時 間 程 度 か か る 。  
② 生 協 が 地 域 の 交 流 の 場 に も な っ て い た の で 、 近 所 の 人 と も 逢

え る 場 所 が な く な り 淋 し さ や 孤 独 感 を 訴 え る 入 が 増 え た 。  
③ 高 齢 に な っ て こ こ に 住 み 続 け る こ と へ の 不 安 や 心 配 を も つ 人

が 増 え た 。  
 

２ ） 活 動 の 内 容  

 生 協 か ら の 提 案 を 受 け る と と も に 、 地 域 住 民 ア ン ケ ー ト の 実

施 に よ る 課 題 の 発 見 を 行 っ た 。  

① 地 域 の 現 況 と 閉 店 に よ る 影 響 を 重 視 し 、「店 舗 の 維 持・再 開 は

不 可 能 だ が 、 地 域 に 役 立 つ 施 設 と し て 、 住 民 の カ で 活 用 す る

こ と が で き れ ば 支 援 す る 。」 と い う 提 案 が 出 さ れ た 。  
② 生 協 側 （ 5 人 ） と 住 民 代 表 （ 生 協 組 合 員 ・ 地 域 代 表 5 人 、 塚

越 氏 は 店 舗 担 当 理 事 で あ っ た ） に よ る 「 検 討 委 員 会 」 を 立 ち

上 げ 、検 討 に 入 っ た 。「住 民 が ど の よ う な 施 設 を 望 む の か 」声

を 聞 く ア ン ケ ー ト を 実 施 し た 。  
③ そ の 結 果「 i 食 品 の 販 売 、ⅱ 交 流 の 場（ 食 事 や 喫 茶 サ ロ ン ） 、
ⅲ 趣 味 活 動 の 場 、 i v 各 種 講 演 会 ・講 習 会 の 場 、ⅴ 高 齢 者 が 元
気 に 過 ご せ る 行 事 等 の 場 」 と い っ た 要 望 が な さ れ た 。  
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ア ン ケ ー ト の デ ー タ や 意 見 を 検 討 し 、 住 民 の 声 を 生 か し 「 食

と ふ れ あ い ・ 生 き が い ・ 助 け 合 い 」 を テ ー マ と し 「 住 み 慣 れ た

と こ ろ で 元 気 に す ご せ る ま ち づ く り 」 を 目 指 し 、 先 ず 、 3 つ の

事 業 の 目 的 を 決 め た 。（ 図 表 5 - 1 2 -１  組 織 規 定 ）  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 表 5 - 1 2 - 1  組 織
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2 度 の ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 し て 、住 民 の ニ ー ズ・関 心 事 ・

事 業 へ の 参 加 ・ 人 材 等 が 把 握 で き た の で 、 地 域 の 課 題 に 住 民

自 ら が 取 り 組 む 最 も 適 切 と 思 わ れ る 組 繊 と し て N P O 法 人 化

を 提 案 し 、 自 分 の 得 意 な 分 野 の 事 業 に ボ ラ ン テ ィ ア で の 参 加

を 呼 び か け 、 お 互 い に 助 け 合 っ て 都 合 の つ く 任 意 の 日 時 で 活

動 し て も ら う 方 法 と し た 。 運 営 基 盤 が 確 立 す る ま で は 、 経 営

ノ ウ ハ ウ も な い 中 で 雇 用 人 (専 従 の 職 員 〉を 置 く こ と は 不 可 能
で あ る 。対 価 は 、有 償 ボ ラ ン テ ィ ア と し て の 事 業 参 加  ＠ 2 4 0
円 ／ 時 間 の 費 用 を 支 払 い （ 最 低 賃 金 以 下 ） と し て い る 。  
活 動 の 分 野 を 細 分 し て 8 チ ー ム 制 （ 2 チ ー ム 兼 務 で 実 質 7

チ ー ム ） と し 、 各 々 担 当 理 事 が チ ー ム リ ー ダ ー と な り 、 チ ー

ム リ ー ダ ー を 中 心 に 全 員 で 話 し 合 い 。 活 動 内 容 の 共 有 化 を 図

り 、 チ ー ム 毎 の 責 任 で 当 番 を 決 め 、 活 動 の 内 容 や 方 法 の 充 実

に 積 極 的 に 取 り 組 ん で い る 。（ 図 表 5 - 1 2 - 1  組 織 規 定 ）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（ ３ ） 活 動 資 源 の 特 徴  

① 人 材  

下 地 と し て は 、 生 協 店 舗 当 時 の 組 合 員 活 動 （ 産 直 市 開 催 や 自

主 の 惣 菜 部 活 動 ） の 仲 間 、 店 舗 職 員 で あ っ た レ ジ 係 等 の 積 極 的

な 参 加 が あ っ た が 、N P O 立 ち 上 げ 時 に 多 く の 賛 同 者 が 会 員 登 録
し て 1 0 0 名 以 上 の 活 動 参 加 者 が 集 ま っ た 。  
し か し 、 商 品 の 品 揃 え ・ 品 質 の 管 理 ・ 惣 菜 の 製 造 ・ 食 事 喫 茶

の 提 供 ・ レ ジ 業 務 ・ 健 康 活 動 ・ 趣 味 活 動 ・ 子 育 て 支 援 や 生 活 サ

ポ ー ト ・ さ ら に は 総 務 経 理 事 務 ま で 広 範 な 業 務 分 野 が あ り 、 失

敗 ・ 反 省 ・ 改 善 の 積 み 重 ね の 中 か ら 経 験 者 を 中 心 に 話 し 合 い を

経 て 今 の 形 を 作 リ 上 げ た 。  
今 は 、 各 チ ー ム 会 議 で 問 題 点 を 話 し 合 い 、 全 員 で 責 任 を も っ

写 真 5 - 1 2 - 1 地 場 の 野 菜 （ 生 産 者 の 名 前 入 り ）  
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て 活 動 し て い る 。 今 後 は チ ー ム 毎 の 勉 強 会 ・ 研 修 会 を 取 り 入 れ

て 体 制 強 化 を 図 り た い と し て い る 。  
活 動 会 員 の 任 意 の 日 時 で の 参 加 シ ス テ ム の た め 、 チ ー ム に よ

っ て は 欠 員 が 生 じ る 時 も あ る が 、 お 互 い に カ バ ー し あ い 、 協 力

し て 無 理 を し な い 活 動 に し て い る 。 互 い に 思 い や る 気 持 ち で 仲

良 く 楽 し く を モ ッ ト ー に 、 厳 し い 仕 事 を こ な し て い る 。  
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ② 資 金  
生 協 の 地 域 貢 献 策 の 一 環 と し て 、館 内 改 装（ 設 備 機 器・備 品 ・

メ ン テ ナ ン ス・看 叛 ）や 清 掃 等 オ ー プ ン 前 の 支 援 が あ っ た 。（経

費 約 7 0 0 万 円 ）  
発 足 資 金 と し て 、 住 民 か ら の 寄 付 （ グ ル ー プ ・ 個 人 約 1 1 0 万

円 ） の ほ か 、 C B プ ロ ジ ェ ク ト ・ オ ー ク シ ョ ン に よ る 事 業 者 ・

写真 5-12-2障害者授産施設の製品  写真 5-12-3 地場の特産品（醤油） 

写真 5-12-4 手作り総菜  写真 5-12-5 趣味・健康教室の申込  



192 

個 人 か ら の 寄 付 （ 約 8 万 円 ） が あ っ た 。  
通 常 運 営 の 資 金 は 、 各 事 業 の 出 店 者 か ら の 委 託 手 数 料 及 び 惣

菜 等 の 売 上 ・ 各 種 開 催 行 事 の 参 加 料 収 入 に よ る 。 キ ャ ッ シ ュ フ

ロ ー と し て は 、 1 0 万 円 は 何 と か 運 転 資 金 と し て 会 計 内 に あ る 。 
③ モ ノ ・ 場 所  
建 物 の 無 償 貸 与 と 備 品 ・ 用 具 類 の 住 民 へ の 寄 贈 呼 び か け に  

よ り 、 ま か な っ て い る 。  
④ 支 援 体 制  
公 的 施 策 (行 政 の 支 援 )と し て は 、 経 済 産 業 省 や 県 の ヒ ア リ ン

グ ・ 事 例 発 表 ・ 印 刷 物 の 配 布 紹 介 な ど が あ る 。 助 成 金 の 働 き か

け も あ っ た が 、 2 分 の 1 は 自 己 資 金 と な る と 団 体 と し て 対 処 で

き な い と の こ と 。  
行 政 以 外 の 外 部 か ら の 支 援 と し て は 、C B プ ロ ジ ェ ク ト 参 加・

ア ン ケ ー ト 調 査 や オ ー ク シ ョ ン 、 市 民 か ら の 活 動 支 援 ・ 情 報 提

供 ・ 金 銭 物 品 の 寄 付 寄 贈 な ど を 受 け て い る 。  
  ⑤ 社 会 的 信 認  
   マ ス コ ミ（ N H K・ご 近 所 の 底 力 ）な ど で 取 り 上 げ ら れ る こ と

も 多 く 、 行 政 の 視 察 も 多 い 。  
 

４ ） 社 会 的 包 摂 と し て の 効 果  

特 に 高 齢 者 や 障 害 の あ る 方 ・ 体 調 が 悪 い 時 、 病 人 が 出 た と き

な ど 近 く で 買 い 物 が で き る の で 助 か る 、 い ざ と い う 時 安 心 だ と

喜 ば れ て い る 。  
健 康 体 操 や 趣 味 活 動 も 、 近 く で い ろ い ろ で き て 楽 し い と 好 評

で あ る 。（ 表 2 - 5 - 1 2 - 3  各 種 講 座 ）  
季 節 の 行 事 ・ 伝 統 食 づ く り ・ ふ れ あ い 食 事 会 ・ 子 育 て 交 流 会

や 農 業 体 験 、 お ま つ り ・ コ ン サ ー ト や 寄 席 な ど 全 年 代 層 が 交 流

で き る 地 域 の 拠 点 と な り つ つ あ る 。 健 康 あ る い は 食 に か ん す る

講 演 会 な ど も 好 評 で あ る 。  
 
５ ） 今 後 の 課 題  

高 齢 化 が 進 み 、 一 人 世 帯 ・ 老 人 二 人 世 帯 が 増 加 す る な か 、 住

民 同 士 が 助 け 合 う 生 活 サ ポ ー ト 活 動 の 体 制 強 化 が 課 題 と 考 え て

い る と の こ と 。  
ま た 、 こ の よ う な 地 域 の 活 動 に 参 画 す る 若 い 層 の ボ ラ ン テ ィ

ア を 増 や す の も 大 き な 課 題 で あ る 。  
生 協 の 施 設 は 、 開 業 当 初 か ら の 建 物 （ 築 3 0 年 以 上 ） で あ り 、

修 繕 費 用 や 設 備 の 改 修 等 イ ン フ ラ の 経 費 を ど う す る か と い っ た

課 題 も あ る と の こ と で あ る 。  
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（ １ ３ ） 特 定 非 営 利 活 動 法 人  わ た ら せ ラ イ フ サ ー ビ ス  

社 会 的 包 摂 の 視 点 か ら み た 特 徴  
桐 生 市 内 の 高 齢 者 が 市 内 を 移 動 す る の が 困 難 に な り 、 そ の 移 動

サ ー ビ ス を 提 供 す る 事 業 か ら ス タ ー ト し た 。 市 内 の 産 業 が 斜 陽

し 、 高 齢 者 が 多 く な る い わ ゆ る 衰 退 地 域 で 、 市 民 の 力 で 弱 者 を

支 援 し た い と の 思 い か ら 事 業 化 を 進 め た も の で あ る 。  
１ ） 課 題  

桐 生 市 人 口 は 約 1 2 万 人 、 高 齢 化 率 約 2 5％ で あ り 、 若 者 は 東

京 に 出 て 行 き 、 高 齢 者 が 地 域 に 残 っ て い る 状 況 で あ り 、 当 初 は

高 齢 者 の 外 出 支 援 の 目 的 が あ っ た 。 現 在 は 、 桐 生 市 内 の 広 域 住

民 が 安 心 し て 生 活 で き る 、 暮 ら し や す い 社 会 を 築 き 上 げ る た め

に 、 社 会 貢 献 を す る こ と を 目 的 と し て い る 。  
 

 ２ ） 活 動 の 内 容  

群 馬 県 桐 生 市 で 2 0 年 に わ た り 活 動 し て き た 民 間 ボ ラ ン テ ィ

ア 団 体 で あ る 桐 生 市 ボ ラ ン テ ィ ア 協 議 会（ 加 盟 団 体 約 5 0）を 母

体 と し て 、 よ り 継 続 的 、 安 定 的 な 福 祉 事 業 を 行 う た め に 、 平 成

11 年 ４ 月 県 内 で 最 初 に N P O 法 人 登 記 を 行 っ た 。  
事 業 の 目 的 は 、 桐 生 の 人 す べ て を し あ わ せ に す る こ と 。 そ の

た め に は じ め は 高 齢 者 を 対 象 に 事 業 を は じ め た が 、 現 在 は 、 子

ど も ・ 女 性 （ Ｄ Ｖ 被 害 者 ）・ 地 域 振 興 の 事 業 も 行 っ て い る 。 D V
対 策 に つ い て は 、 新 た に N P O 法 人 「 い ぶ き 」 を 立 ち 上 げ 、 市

内 に 2 カ 所 の 「 シ ェ ル タ ー 」 も 設 置 し て い る 。 ま た 、 子 育 て ・

母 親 支 援 と し て 、 フ ァ ミ リ ー サ ポ ー ト 事 業 （ 国 ・ 県 ・ 市 か ら の

委 託 ） も 行 っ て い る 。  
東 武 電 鉄 の 新 桐 生 駅 の 売 店 事 業 は 、 駅 構 内 に あ る 民 間 の 売 店

の 経 営 が う ま く い か な く な り 、 閉 鎖 さ れ た も の を 、 市 民 が 東 京

方 面 に 移 動 す る 際 に 、 や は り 売 店 が な い と 不 便 で あ る と の 声 か

ら 、 当 団 体 が 売 店 の 事 業 を 行 っ て い る も の 。 乗 客 の 飲 み 物 ・ 軽

食 の ほ か 、 東 京 へ の お み や げ と し て 地 域 の お 菓 子 な ど の 産 物 を

販 売 し て い る 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 5-13-2 新桐生駅構内にある売店  写真 5-13-1 東武電鉄・新桐生駅  
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ま た 、 他 の N P O 団 体 へ の 中 間 支 援 を 実 施 し て お り 、  桐 生 市

ボ ラ ン テ ィ ア 協 議 会 の 基 礎 （ 人 材 、 ノ ウ ハ ウ ） を 活 用 し て 、 事

業 を 実 施 し て い る  
自 主 事 業  
① 移 動 サ ー ビ ス 事 業 、② 生 活 助 成 事 業 、③ 居 宅 介 護 支 援 事 業 、

④ 訪 問 介 護 事 業 、 ⑤ 障 が い 者 自 立 支 援 事 業 、 ⑥ 通 所 介 護 （ デ

イ サ ー ビ ス ）事 業 、⑦ Ｎ Ｐ Ｏ サ ポ ー ト 事 業 、⑧ 広 報 情 報 事 業 、

⑨ 人 材 育 成 事 業 、 ⑩ 新 桐 生 の 家 利 用 活 用 事 業 、 ⑪ 福 祉 な ん で

も 相 談 事 業 、 ⑫ 総 合 的 子 育 て 支 援 事 業  
協 働 （ 委 託 ） 事 業  
① フ ァ ミ リ ー サ ポ ー ト セ ン タ ー 事 業 （ 厚 生 労 働 省 ・ 群 馬 県 ・

桐 生 市 ）、 ② 重 度 障 が い 者 移 動 支 援 事 業 （ 桐 生 市 ）、 ③ ひ と り

親 家 庭 子 育 て 支 援 事 業（ 群 馬 県 ）、④ 桐 生 厚 生 総 合 病 院 介 助 事

業 （ 桐 生 厚 生 総 合 病 院 ）、 ⑤ 新 桐 生 駅 売 店 ほ ほ え み 事 業  
 
３ ） 活 動 資 源 の 特 徴  

  ① 人 材  

現 在 は 、常 勤 職 員 1 2 名 、パ ー ト 1 0 名 、時 間 労 務 提 供 4 0 名（ 移

送 サ ー ビ ス 等 ）、そ の 他 事 業 の 協 力 員 は 延 べ 3 0 0 人 登 録 し て い る 。

協 力 員 は 、 桐 生 市 ボ ラ ン テ ィ ア 協 議 会 か ら の つ き あ い で 参 加 し

て も ら っ て い る 方 が 多 い 。 賃 金 に つ い て も 、 労 基 法 上 の 最 低 賃

金 は 出 す よ う に し て い る 。移 送 サ ー ビ ス に つ い て は 、 4 0 名 に 待

機 し て い て も ら い 、 電 話 で 依 頼 し て い る  
宮 地 理 事 長 は 、桐 生 市 ボ ラ ン テ ィ ア 協 議 会 会 長 や 群 馬 県 N P O

協 議 会 会 長 を 兼 ね て い る 。  
人 の 育 成 は 、 永 遠 の テ ー マ 。 イ ベ ン ト な ど を 通 じ て 、 広 く 一

般 市 民 か ら の 参 加 を 呼 び か け て い る 。  
 ② 資 金  

市 民 約 6 0 人 か ら 1 口 １ 万 円 の 資 金 募 集 で 3 , 0 0 0 万 円（ 1 人 平

均 5 0 万 円 ） を 集 め 、 新 桐 生 駅 前 の ビ ジ ネ ス ホ テ ル （ 3 階 建 て ・

1 2 部 屋 ）を 買 収 し た 。一 部 デ イ サ ー ビ ス 事 業 を 実 施 す る と と も

に 、 高 齢 者 施 設 （ ケ ア 付 き グ ル ー プ ホ ー ム ） を 計 画 し て い る 。  
公 的 な 資 金 は ほ と ん ど 入 っ て い な い 。 た だ し 、 県 や 市 か ら の

委 託 事 業 は あ る 。（ 写 真 5 - 1 3 - 3）  
年 間 1 億 2 千 万 円 の 事 業 費 で 、 6 0 0 万 円 近 く の 営 業 余 剰 を 出

し 、う ち 3 0 0 万 円 を 借 り 入 れ 資 金 の 返 済 基 金 に 積 み 立 て て い る 。 
 ③ モ ノ ・ 場 所  

広 沢 町 の 拠 点 施 設 は 篤 志 家 か ら 提 供 さ れ た 2 階 建 て の 社 宅 で 、

8 室 の 建 物 全 体 を 使 用 し 、 １ 室 を 事 務 局 と し て そ の 他 3 室 を 障

害 者 な ど の ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 に 福 祉 作 業 や 会 議 場 所 等 に 提 供 し
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て い る 。 当 初 は 篤 志 家 の 厚 意 で 無 償 で あ っ た 。（ 写 真 5 - 1 3 - 4）  
「 新 桐 生 の 家 」（新 桐 生 駅 前 の 旧 ビ ジ ネ ス ホ テ ル ）は 市 民 か ら

の 資 金 （ 賃 貸 借 契 約 ） に よ り 購 入 し た も の で あ る 。  
新 桐 生 駅 構 内 の 売 店 は 東 武 鉄 道 か ら 賃 貸 し て い る 。  
（ 写 真 5 - 1 3 - 2）  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ④ 支 援 体 制  

群 馬 県 の 「 福 祉 有 償 運 送 セ ダ ン 型 車 両 特 区 」 制 度 に よ り 、 白

ナ ン バ ー の セ ダ ン 型 で も 福 祉 車 両 と し て 活 用 で き る 仕 組 み （ 地

区 の 交 通 運 営 協 議 会 で 承 認 、 運 輸 省 の 許 可 ）。 登 録 車 両 も 5 0 台

を 超 え る 。  
  ⑤ 社 会 的 信 認  

宮 地 理 事 長 は 、桐 生 市 ボ ラ ン テ ィ ア 協 議 会 会 長 や 群 馬 県 N P O
協 議 会 会 長 を 兼 ね て お り 、 団 体 の 出 身 母 体 で あ る 桐 生 市 ボ ラ ン

テ ィ ア 協 議 会 （ 加 盟 団 体 約 5 0） も 2 0 年 の 実 績 が あ り 、 地 域 か

ら の 信 頼 が あ る 。 ま た 、 特 区 を 使 っ た 福 祉 有 償 運 送 事 業 は 全 国

で も 有 数 の 規 模 で 、 マ ス コ ミ で 取 り 上 げ ら れ る こ と も 多 い 。  
ま た 、 市 民 か ら の 資 金 調 達 も 予 想 を 上 回 る 規 模 で あ っ た こ と

も あ り 、 市 民 か ら の 信 頼 も 厚 い 。  
 
４ ） 社 会 的 包 摂 と し て の 効 果  

相 当 な 部 分 で 、 市 民 の し あ わ せ は 前 進 し た と 自 負 し て い る と

宮 路 理 事 長 は 語 る 。例 え ば 、移 送 サ ー ビ ス は 年 7 , 0 0 0 件 、9 , 0 0 0

時 間 の 実 績 が あ る 。 事 業 的 に も 継 続 し て や れ る 見 通 し で あ る 。  
 
５ ） 今 後 の 課 題  

市 民 か ら の 資 金 調 達 の ノ ウ ハ ウ が 出 来 た 。 5 年 度 に は 、 そ の

写 真 5 - 1 3 - 4  
広 沢 町 の 拠 点 施 設  

写真 5-13-3 
「新桐生の家」の後ろにある  
購入したビジネスホテル  
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半 分 の 1 , 5 0 0 万 円 の 償 還 を し な け れ ば い け な い が 、 新 規 事 業 を

提 案 す れ ば 、 お そ ら く そ の ま ま の 形 で 、 借 り 換 え が 可 能 な 見 込

み で あ る 。 ま た 、 当 初 3 , 0 0 0 万 円 の 借 り 入 れ の 際 も 、 申 し 込 み

は 予 想 を 上 回 っ て お り 、 市 民 の 意 識 の 高 さ が 伺 え る 。  
今 後 、必 要 と さ れ て い る 2 4 時 間 対 応 と か 病 時 保 育 へ の 対 応 に

つ い て は 、 民 間 も 公 立 も で き な い こ と な の で 、 そ う い っ た サ ー

ビ ス を 行 政 か ら 引 き 出 す よ う に 働 き か け て い き た い と 理 事 長 は

語 る 。  


